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【過去問 1】 

次の問１～問４に答えなさい。 

（青森県 2012 年度） 

問１ 水とエタノールを１：１の体積比で混合した液体を加熱したときの，加熱時間と温度との関係を表した

グラフはどれか。次の１～４の中から一つ選び，その番号を書きなさい。 

 １ ２ ３ ４ 

    

問２ フェノールフタレイン溶液を加えると赤色になる液体はどれか。次の１～４の中から一つ選び，その番

号を書きなさい。 

１ せっけん水 ２ 炭酸水 ３ 酢 ４ 食塩水 

問３ 図のように，モノコードの弦を指ではじいたところ，音

が出た。この音よりも低い音を出すには，どのようにした

らよいか。適切なものを，次の１～４の中から一つ選び，

その番号を書きなさい。ただし，弦をはじく位置は，木片

Ａと木片Ｂの中央とする。 
 

１ 弦の太さを細くする。 ２ 弦の長さを短くする。 

３ 弦を弱く張る。 ４ 弦を弱くはじく。 

問４ 図は，Ｏ点にはたらく２力を表したものである。この２

力とつり合う一つの力を，Ｏ点からかきなさい。 

 

 

問１   

問２   

問３   

問４ 
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問１ ２ 

問２ １ 

問３ ３ 

問４ 

 

 

問２ フェノールフタレイン溶液はアルカリ性水溶液の検出に用いる。炭酸水と酢は酸性，食塩水は中性である。 

問３ 細い弦を用いたり，弦の張り方を強くしたり，弦の振動する部分を短くすると，より高い音が出る。 
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【過去問 2】 

電流とエネルギーについて，次の問１，問２に答えなさい。 

（青森県 2012 年度） 

問１ 図１は，クルックス管（真空放電管）の電極Ａが－極に，電極Ｂが＋極になるように高電圧をかけたと

きの真空放電のようすを模式的に表したものである。図２は，電極ＡＢ間に図１と同じ大きさの電圧をか

けたまま，さらに電極ＣＤ間に電圧をかけたときに，光っている部分が曲がったようすを模式的に表した

ものである。次のア～ウに答えなさい。 

 図１ 図２ 

  

ア けい光板に当たり，けい光板を光らせている粒子を何というか，書きなさい。 

イ 図２のようすから，けい光板に当たりけい光板を光らせている粒子と電極Ｄについて述べた文として適

切なものを，次の１～４の中から一つ選び，その番号を書きなさい。 

１ 粒子は＋の電気をもち，電極Ｄは＋極である。 

２ 粒子は＋の電気をもち，電極Ｄは－極である。 

３ 粒子は－の電気をもち，電極Ｄは＋極である。 

４ 粒子は－の電気をもち，電極Ｄは－極である。 

ウ 電極ＡＢ間の電流の流れについて述べた文として適切なものを，次の１～４の中から一つ選び，その番

号を書きなさい。 

１ 電極Ａから電極Ｂの向きに流れる。 

２ 電極Ｂから電極Ａの向きに流れる。 

３ 電極Ａから電極Ｂ，電極Ｂから電極Ａの向きに，交互に流れる。 

４ 流れない。 

問２ 図は，手回し発電機，電球，光電池（太陽電池），モーターによるエネルギーの移り変わりを表したもの

である。次の  ①  ～  ③  にあてはまるエネルギーの種類は何か，書きなさい。 
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問１ 

ア   

イ   

ウ   

問２ 

①   

②   

③   

 

問１ 

ア 電子 

イ ４ 

ウ ２ 

問２ 

① 運動エネルギー 

② 電気エネルギー 

③ 光エネルギー 

 

問１ 粒子は電子であり，このような現象を真空放電という。この光っている部分は陰極線という。 
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【過去問 3】 

力や仕事について調べるため，次のような実験を行いました。台車や滑車にはたらく摩擦力はなく，糸は軽

くて伸び縮みしないものとして，あとの問１～問４に答えなさい。 

（岩手県 2012 年度） 

実験 

 図Ⅰのように，水平な床に滑車がついた板を

置き，その上に 2.5㎏の台車をのせた。この台

車と，電子てんびんにのせた 1.5㎏のおもりを，

糸がたるまないようにつないだところ，電子て

んびんは 1.5㎏を示した。 

図Ⅰ 

 

 図Ⅱのように，板の左端を真上にゆっくりと

持ち上げると，台車は板の上を左に動きはじめ，

電子てんびんが示す値は小さくなっていった。 

図Ⅱ 

 

 図Ⅲのように，台車が板の上をはじめの位置

から 0.8ｍ移動したとき，電子てんびんが０㎏

を示し，この状態で板を固定した。このとき台

車とおもりは静止していた。 

図Ⅲ 

 

 図Ⅳのように，静止していた台車を右下へ，

手でぽんとおすと，台車は板の上を右下へ動き，

おもりは真上に引き上げられた。 

図Ⅳ 
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  のあと，図Ⅴのように，はじめの位置に

もどったところで台車を止めた。 

図Ⅴ 

 
 

問１  で，おもりには右の図のような力がはたらいています。

糸がおもりを引く力の大きさと垂直抗力の大きさは，板の左

端を持ち上げることによって，どのように変化しますか。次の

ア～エのうちから，最も適当な組み合わせを一つ選び，その記

号を書きなさい。 

図 

 

  糸がおもりを引く力の大きさ 垂直抗力の大きさ  

 ア 大きくなる 大きくなる  

 イ 大きくなる 小さくなる  

 ウ 小さくなる 大きくなる  

 エ 小さくなる 小さくなる  

問２  で，電子てんびんが０㎏を示したとき，台車

にはたらく重力は，右図の矢印のようになってい

ました。このとき，台車にはたらく垂直抗力を，図

の作用点 ● から矢印でかき入れなさい。 

 

問３  で，右下へ動いた台車は，ぽんとおした手が離れてから，  ではじめの位置にもどるまで，どの

ような運動をしましたか。簡単に書きなさい。 

問４  から  までの間に，おもりがされた仕事はいくらですか。単位をつけて数字で書きなさい。ただ

し，１kgの物体にはたらく重力の大きさを 10Ｎとします。 
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問１  

問２ 

 

問３  

問４    

 

問１ イ 

問２ 

 

問３ 
例 

一定の速さで運動した。（等速直線運動） 

問４ 12Ｊ 

 

問１ 板に左端を持ち上げると斜面の傾きは大きくなる。斜面に平行な方向の力は大きくなるので，おもりにはた

らく力も大きくなっていく。斜面をおす力は小さくなるので，垂直抗力は小さくなる。 

問２ 垂直抗力は，必ず面に対して垂直方向である。また斜面をおす力と等しくなる。 

問３ 電子てんびんの値が０なので，力はかかっていない。力がかかっていない状態で運動させると，等速直線運

動になる。 

問４ おもり 1.5kgにはたらく重力は 15Ｎ，移動した長さは 0.8ｍより，仕事は，15×0.8＝12[Ｎ]。 
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【過去問 4】 

レール上の小球の運動のようすを調べた実験Ⅰ，Ⅱについて，あとの問１～問５に答えなさい。ただし，小

球にはたらく摩擦や空気の抵抗は考えないものとします。 

（宮城県 2012 年度） 

〔実験Ⅰ〕 長さ３ｍのまっすぐなレール上の左端にＡ点，右端にＢ点，さらに，Ａ点から 40cm間隔で４

点Ｐ，Ｑ，Ｒ，Ｓをとった。図１のように，このレールをＡ点から１ｍのところでなめらかに曲げ，

Ａ点から１ｍまでの部分が斜面で，残りが水平面になるように水平な台の上に固定し，Ａ点に置い

た小球が動き出してからＰ～Ｓ点を通過するまでにかかった時間をはかる測定器を各点にとりつけ

た。小球をＡ点に置いて静かに手を離すと，小球はレールに沿って動き， 

 Ｂ点から水平方向に飛び

出した。このとき，小球が

各点を通過するまでにか

かった時間を，下の表にま

とめた。 

図１ 

 

表 

 点 Ｐ Ｑ Ｒ Ｓ  

時間[秒] 0.40 0.57 0.71 0.84  

〔実験Ⅱ〕 実験Ⅰで用いたレールを，図２のように，Ｂ点から１ｍのところでなめらかに曲げ，水平な

台からの高さがＡ点とＢ点で等しく，両端からそれぞれ１ｍまでの部分が斜面で，残りが水平面に

なるようにした。小球をＡ点に置いて静かに手を離すと，ａ小球はレールに沿って動き，Ｂ点に到達

すると反対向きに動き出した。次に，Ｂ点をＡ点の高さよりも下げ，Ｂ点側の 

 斜面の傾きを小さくして，

小球をＡ点に置いて静か

に手を離すと，小球はレー

ルに沿って動いたあと，ｂ

Ｂ点から斜め上に飛び出

した。 

図２ 

 

問１ 実験Ⅰで，Ａ点から動き出した小球の位置を，0.10秒ごとに示したものとして，最も適切なものを，次

のア～エから１つ選び，記号で答えなさい。 

ア イ ウ エ 

    

問２ 実験Ⅰで，水平面を動く小球の速さは何ｍ/秒か，答えは小数第２位を四捨五入して求めなさい。 
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問３ 次の文章は，実験Ⅰで，レール上の小球にはたらく力とその運動のようすを述べたものです。文章の内

容が正しくなるように，①のア，イ，②のウ，エからそれぞれ１つ選び，記号で答えなさい。また，

（ ③ ）に適切な語句を入れなさい。 

斜面上では，重力の①（ア 斜面に垂直な方向  イ 斜面方向）の②（ウ 合力  エ 分力）が

小球にはたらき続け，小球の速さはだんだんはやくなった。一方，水平面上では，小球にはたらく重力

と，レールからの（ ③ ）がつり合い，また，水平方向の力が小球にはたらかないので，小球の速さ

は一定になった。 

問４ 実験Ⅱの下線部ａで，小球がＳ点を通過してからＢ点に到達するまでの，時間と小球の移動距離の関係

を表したグラフとして，最も適切なものを，次のア～エから１つ選び，記号で答えなさい。 

ア イ ウ エ 

    

問５ 実験Ⅱの下線部ｂで，レールを飛び出したあとの小球が最も高く上がったときの高さは，Ａ点よりも低

くなりました。その理由を説明しなさい。 

 

問１   

問２   ｍ/秒 

問３ 

①  

②  

③  

問４  

問５  

 

問１ イ 

問２ 3.1ｍ/秒 

問３ 

① イ 

② エ 

③ 垂直抗力 

問４ ア 

問５ 

例 

最も高く上がったときの小球は運動エネルギーをもっているので，その

ときの位置エネルギーが，Ａ点での位置エネルギーよりも，力学的エネ

ルギーの保存により，小さくなるため。 
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問１ 斜面をくだるとき、小球の速さは次第に速くなる。 

問２ Ｒ点からＳ点までは 0.4ｍ，かかった時間は 0.13秒より，0.4[ｍ]÷0.13[秒]＝3.07…[ｍ/秒] 

問３ 水平面上では，小球にはたらいている力は重力と垂直抗力の２力で，この２力がつり合っているので小球が

等速直線運動をする。一方で，斜面上の小球についても，重量と垂直抗力がはたらいているが，このときの合力

は０にならず，重力の斜面にそった向きの分力がはたらき続ける。そのため，この分力と同じ向きに進んでいる

とき，小球の速さは次第に速くなっていく。 

問５ Ａ点の小球は運動エネルギーが０であるのに対し，レールを飛び出したあとの小球は運動エネルギーをもっ

ている。 
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【過去問 5】 

図１～４のように，さまざまな道具を使って，1.5㎏の物体Ｐをもとの高さより 20㎝高くなるように引き上

げたり持ち上げたりして，手が加える力の大きさを比較した。下の問１～問５に答えなさい。ただし，100ｇの物

体にはたらく重力の大きさを１Ｎとし，糸の質量や伸び，摩擦は考えないものとする。 

（秋田県 2012 年度） 

○ 図１のように，物体Ｐに取

り付けた糸を手でゆっくりと

引き上げた。このときの力の

大きさは 15Ｎであった。 

○ 図２のように，てこを使っ

て，固定された物体Ｐをゆっく

りと持ち上げた。このときの力

の大きさは7.5Ｎであった。 

図１ 図２ 

 

 

○ 図３のように，斜面と定滑車を使って物体Ｐ

をゆっくりと引き上げた。このときの力の大き

さは５Ｎであった。 

○ 図４のように，動滑車を使って物体Ｐをゆっ

くりと引き上げた。このときの力の大きさは８

Ｎであった。 

図３ 図４ 

  

問１ 図１で，糸が物体Ｐを引く力がＡ点にはたらく。このＡ点を何というか，書きなさい。 

問２ 次の文が正しくなるように，Ｘ，Ｙにあてはまる数値や語句を書きなさい。 

図１と図２の場合，手が物体Ｐにした仕事の大きさはいずれも（ Ｘ ）Ｊになる。このように，道

具の質量や摩擦を考えなければ，手で直接仕事をしても，道具を使っても仕事の大きさは変わらない。

このことを（ Ｙ ）という。 

問３ 図３で，物体Ｐが斜面上を移動した距離は何 cmか，求めなさい。 

問４ 図４で，動滑車の質量は何ｇか，求めなさい。 
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問５ 図４で，手が糸を引き上げた速さは５cm/秒であった。このときの仕事率は何Ｗか，求めなさい。 

 

問１    

問２ 
Ｘ：  Ｊ 

Ｙ：  

問３   cm 

問４   ｇ 

問５   Ｗ 

 

問１ 作用点 

問２ 
Ｘ：  ３ Ｊ 

Ｙ：  仕事の原理 

問３ 60 cm 

問４ 100 ｇ 

問５ 0.4 Ｗ 

 

問２ 仕事の原理より，同じ仕事をするときは，どのような方法をとっても仕事の大きさは変わらない。仕事[Ｊ]

＝加えた力[Ｎ]×移動させた距離[ｍ]より，15[Ｎ]×0.2[ｍ]＝３[Ｊ] 

問３ 仕事の原理より，移動した距離を x[ｍ]とすると，５[Ｎ]×x[ｍ]＝３[Ｊ] x＝0.6[ｍ]＝60[cm] 

問４ 糸を引く力は８Ｎなので，物体と動滑車にはたらく重力は，８[Ｎ]×２＝16[Ｎ] 物体にはたらく重力は 15Ｎな

ので，動滑車にはたらく重力は，16－15＝１[Ｎ] よって，動滑車の質量は100ｇである。 

問５ 物体を引き上げるのにかかる時間は，20[cm]÷５[cm/秒]＝４[秒] また，このときの仕事は， 

８[Ｎ]×0.2[ｍ]＝1.6[Ｊ] 仕事率[Ｗ]＝仕事[Ｊ]÷かかる時間[秒]より，1.6[Ｊ]÷４[秒]＝0.4[Ｗ] 
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【過去問 6】 

物体の運動について調べるために，図１のような装置を組み，次の①，②の手順で実験を行った。あとの問

いに答えなさい。ただし，空気の抵抗や，木片と斜面１との摩擦は，無視できるものとする。 

（山形県 2012 年度） 

【実験】 ① 重さ 2.0Ｎの木片をＢ点に置いた。そして，ニュートン目盛りのばねはかりを用いて，木片には

たらく斜面にそった力の大きさを調べた。次に，Ｃ点においても同様に調べた。 

 ② 同じ木片をＡ点に置いて静かにはなし，木片の運動の様子をビデオカメラで撮影した。そして，

木片をはなしてからの時間と，Ａ点からの木片の移動距離とを測定した。 

図１ 

 

表 
 

木片をはな 

してからの 

時間(秒) 

Ａ点からの 

木片の移動 

距離(cm) 

0 0 

0.1 2.5 

0.2 10.0 

0.3 22.5 

0.4 40.0 

0.5 62.5 

  

問１ ①について，Ｂ点において木片にはたらく斜面にそった力の大きさが 1.0Ｎだった。Ｃ点において木片

にはたらく斜面にそった力の大きさは何Ｎか，答えなさい。 

問２ ②について，次の問いに答えなさい。ただし，表は，木片をはなしてから 0.5秒後までの木片の移動距

離をまとめたものである。 

⑴ 木片をはなしてから 0.3秒後から 0.5秒後までの，木片の平均の速さは何ｍ/秒か，求めなさい。 

⑵ 次は，表から考えられることについて述べたものである。 ａ  ～  ｃ  にあてはまる言葉を，そ

れぞれ書きなさい。 

木片をはなしてから0.5秒後までの0.1秒間ごとの移動距離が， ａ  ことがわかる。このことから，

0.1秒間ごとの木片の平均の速さが， ｂ  といえる。このように，木片の速さが  ｂ  のは，木片

が進んだ向きと  ｃ  からだと考えられる。 
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⑶ 木片は，Ｄ点で静止した。図２は，斜面２上で静止した木片と，

木片にはたらく重力Ｗを方眼紙上に示したものである。このとき，

木片にはたらく力を，次の１，２に示すとおりに，重力Ｗの記入の

しかたにならって，図２にかきなさい。 

１ 木片にはたらく重力Ｗを，斜面にそった方向の力Ｆ１と斜面

に垂直な方向の力Ｆ２に分解し，かきなさい。 

２ 木片にはたらく摩擦力Ｆ３をかきなさい。ただし，作用点はＰ

点とすること。 

図２ 

 

⑷ Ａ点で木片がもつ力学的エネルギーをＥＡ，Ｄ点で木片がもつ力学的エネルギーをＥＤとする。ＥＡとＥD

の大きさの関係を表しているものを，次のア～ウから一つ選び，記号で答えなさい。また，選んだ理由を

運動エネルギー，位置エネルギーの二つの語を用いて，書きなさい。なお，二つの語は何回使ってもかま

わない。 

ア ＥＡ＝ＥＤ イ ＥＡ＜ＥＤ ウ ＥＡ＞ＥＤ 

 

問１   Ｎ 

問２ 

⑴   ｍ/秒 

⑵ 

ａ  

ｂ  

ｃ  

⑶ 

 

⑷ 

記号   

理由  
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問１ 1.0 Ｎ 

問２ 

⑴ 2.0 ｍ/秒 

⑵ 

ａ 例 しだいに長くなった 

ｂ 例 しだいに速くなった 

ｃ 例  同じ向きに力がはたらき続けた 

⑶ 

 

⑷ 

記号 ウ 

理由 

例 
力学的エネルギーは，運動エネルギーと位置エネルギ
ーの和である。運動エネルギーは等しいが，Ｄ点より
Ａ点の高さが高いため，位置エネルギーはＤ点よりＡ
点の方が大きいから。 

 

問１ 同じ傾きの斜面であれば，斜面にそった力の大きさは変わらない。 

問２ ⑴ 0.3秒後から 0.5秒後までの移動距離は 62.5－22.5＝40[cm]で，時間は 0.5－0.3＝0.2[秒]なので，平均

の速さは次のようになる。40[cm]÷0.2[秒]＝200[cm/秒]＝2.0[m/秒] 

⑵ 運動の向きと同じ向きに力がはたらき続けると，次第に速さが増す運動になる。 

⑶ 斜面にはたらく力は，斜面に平行な方向と垂直な方向。まずは重力をこの２方向に分ける。次に物体が静止

していることから，物体の斜面に平行下向きの力とつりあう力がはたらく。これが摩擦力で，物体と斜面が接

した部分に生じる。 

⑷ 力学的エネルギーは，位置エネルギーと運動エネルギーの和であることに注意する。 
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【過去問 7】 

物体にはたらく力と物体の運動について，次の実験を行った。問１～問４に答えなさい。ただし，ばね，糸

および動滑車の質量は考えないものとする。また，摩擦や空気の抵抗も考えないものとする。 

（福島県 2012 年度） 

実験１ 

図１のように，スタンドに一端を固定し

た長さ 10.0 ㎝のばねに，いろいろな質量

のおもりをつるした。おもりの質量とばね

ののびの関係を調べたところ，グラフのよ

うになった。 

図１ グラフ 

  

実験２ 

斜面と水平面がなめらかにつながるよう

にレールをしいた台がある。この台に，実験

１で用いたばね，定滑車，動滑車および糸

Ａ，Ｂを用いて，図２のように物体Ｘと物体

Ｙを置き，手をはなしたところ，物体Ｘと物

体Ｙは静止したままであった。 

 次に，レールの水平部分に物体Ｚを置き，

物体Ｘを糸Ａから切り離したところ，物体

Ｘは斜面を下り，物体Ｚに衝突した。 

図２ 

 

 

問１ 図３は，実験２の斜面上の物体Ｘにはたらく重力を力の矢印で表したも

のである。この重力の斜面方向の分力と斜面に垂直な分力を力の矢印でか

きなさい。 

問２ 実験２で，物体Ｘ，Ｙが静止しているときのばねの長さは 13.0 ㎝であ

った。物体Ｙの重さはいくらか。単位も含めて答えなさい。ただし，質量

が 100ｇの物体にはたらく重力を 1.0Ｎとし，ばねののびは，ばねを引く

力の大きさに比例しているものとする。 

図３ 

 

問３ 実験２で，物体Ｘが物体Ｚに衝突したとき，物体Ｘが物体Ｚをおす力を力の矢印で表すとどのようにな

るか。次のア～エの中から最も適当なものを１つ選びなさい。ただし，図中の・は，力のはたらく点(作用

点)を表している。 
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問４ 実験２で，物体Ｘが物体Ｚに衝突したあと，物体Ｚは 1.0ｍ/秒で運動し，物体Ｘは 2.0ｍ/秒ではねかえ

って斜面を上り，1.5秒後に再び衝突位置にもどってきた。このあと，物体Ｘと物体Ｚが再び衝突する位

置は，１回目の衝突位置から何ｍ離れたところか。求めなさい。 

 

問１ 

 

問２   Ｎ 

問３   

問４   ｍ 

 

問１ 

 

問２ 1.5 Ｎ 

問３ ア 

問４ 3.0 ｍ 

 

問２ ばねが 13.0－10.0＝3.0[㎝]だけのびたので，75gのおもりをつるした場合と同じだけの力がはたらいている

とわかる。ところが，Ｙには動滑車が組み込まれているので，Ｙには 75ｇ×２＝150ｇのおもりをつるした場合

と同じだけの力がはたらく。 
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【過去問 8】 

台車の運動を調べるために，１秒間に 50回打点をする記録タイマーを用いて，次の実験１～３を行った。 

実験１ 図１のように滑
かっ

走
そう

台を水平に置き，台車を手で水平に押したところ，台車はまっすぐ進んだ。記録タイ

マーで記録されたテープのうち，台車が手を離れてから記録されたテープを５打点ずつ切って，左から順

に紙にはりつけると，図３のようになった。 

図１ 

 

実験２ 図２のように滑走台を斜めにし，台車を斜
しゃ

面
めん

上で静止させ，静かに手を離した。このときの台車の運動

を記録タイマーで記録し，記録されたテープを５打点ずつ切って，左から順に紙にはりつけると，図４の

ようになった。 

図２ 

 

実験３ さらに滑走台の角度を変えて実験２と同様に実験を行うと，図５のようになった。 

図３ 図４ 図５ 

   

この実験１～３に関して，次の問１～問４に答えなさい。 

（茨城県 2012 年度） 

問１ 図３において，ａのテープの長さは 7.6cmであった。ａのテープに打点が記録された間の平
へい

均
きん

の速さは

何 cm/秒か，求めなさい。 
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問２ 図３において，５打点ごとのテープの長さはほぼ一定であるといえる。次の①，②の問いに答えなさ

い。 

① この運動の時間と速さの関係を表したグラフとして正しいものを，次のア～エの中から一つ選んで，そ

の記号を書きなさい。 

    

② この運動の時間と移動距
きょ

離
り

の関係を表したグラフとして正しいものを，次のア～エの中から一つ選ん

で，その記号を書きなさい。 

    

問３ 斜めに置かれた滑走台上の台車にはたらく重力Ｗを，斜面にそう方向の力Ａと斜面に垂直な方向の力Ｂ

に分解し，力Ａと力Ｂを矢印で表しなさい。 

 

問４ 実験２と実験３では滑走台の角度はどちらが大きいか，書きなさい。また，その理由を，「斜面にそう方

向の力」という言葉を使って書きなさい。 
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問１   cm/秒 

問２ 
①   

②   

問３ 

 

問４ 

実験   

理由  

 

問１ 76 cm/秒 

問２ 
① エ 

② ア 

問３ 

 

問４ 

実験 実験２ 

理由 

滑走台の角度が大きいほうが，斜面にそう方向の力が大きく

なり，速さの変化が大きくなる。実験２の方が速さの変化が

大きいから。 

 

問１ １秒間に 50 回打点するタイマーが５回打点する時間は 0.1 秒であり，その間に 7.6 ㎝だけ進んだので，

7.6[㎝]÷0.1[秒]＝76[㎝/秒]となる。 

問２ ① 図３は等速直線運動を表しているので，速さは時間に関係なく一定である。 

 ② 等速直線運動では，移動距離は時間に比例して増加する。 

問３ Ｗ が，Ａを短辺，Ｂを長辺とする長方形の対角線となるように作図するとよい。 

問４ 図４と図５とを比較すれば，同じ５回打点する距離は，図４のほうが大きいので，実験２のほうが滑走台の

角度が大きい。この滑走台の角度が大きいほど，斜面にそう方向の力も大きい。 
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【過去問 9】 

次の問１から問８に答えなさい。 

（栃木県 2012 年度） 

問１ 次のうち，エネルギーの単位はどれか。 

ア ニュートン イ ジュール ウ ヘルツ エ ワット 

問２ 次のうち，沸点が最も低い物質はどれか。 

ア 銅 イ 水 ウ 塩化ナトリウム エ 窒素 

問３ 次のうち，おもに白色である鉱物はどれか。 

ア チョウ石 イ カクセン石 ウ キ石 エ カンラン石 

問４ 下の図は，ヒキガエルの発生のようすをスケッチしたものである。アからエを発生した順に並べかえた

とき，３番目となるものはどれか。 

  

 

 

ア イ ウ エ 

問５ 地表の岩石が，気温の変化や水のはたらきなどによってもろくなり，砂粒や泥などになる現象を何とい

うか。 

問６ 染色体の中にふくまれ，遺伝子の本体である物質を何というか。 

問７ アンモニア水は，アンモニアが水にとけたものである。このときの水のように，物質をとかしている液

体を何というか。 

問８ 電気抵抗が 20Ωの抵抗器に，4.OＶの電圧を加えたとき，何ｍＡの電流が流れるか。 

 

問１  

問２  

問３  

問４  

問５  

問６  

問７  

問８   mA 
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問１ イ 

問２ エ 

問３ ア 

問４ ア 

問５ 風化 

問６ ＤＮＡ 

問７ 溶媒 

問８ 200 mA 

 

問１ ア：力の大きさ。 イ：熱量，エネルギー。 ウ：振動数。 エ：仕事率，電力。 

問２ 常温で気体の窒素は，常温以下の温度に沸点(－196℃)があるため，最も沸点の低い物質となる。 

問３ ア：白色～うす桃色。 イ：濃い緑色～黒色。 ウ：緑色～かっ色。 エ：黄緑色～かっ色。 
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【過去問 10】 

台車の運動のようすや電磁誘導について調べるために，次の実験⑴，⑵を順に行った。 

⑴ 図１のように斜面上に台車を置き，１秒間に50

回打点する記録タイマーを用いて，台車を静かに

はなした後の運動のようすを記録した。 

図１ 

 

⑵ 図２のように，台車が内部を通過できるように

コイルを斜面にとりつけ，検流計を接続し，棒磁

石をのせた台車を静かにはなした。台車がコイル

に近づくと，検流計の針は右に振れた。その後，

台車をはなす位置の高さや斜面の角度などを変

えながら台車をはなし，検流計の針の振れを観察

した。ただし，台車をはなす位置の高さは，図２

のようにコイルの位置からはかるものとする。 

図２ 

 

このことについて，次の問１，問２，問３，問４に答えなさい。ただし，まさつや空気の抵抗は考えないも

のとする。 

（栃木県 2012 年度） 

問１ 図３は，実験⑴で記録されたテープの一部を５打点ごとに切り，順にはりつ

けたようすを示したものであり，下の      内の文章は，図３について述

べたものである。 

 ａに当てはまる数値，ｂ，ｃに当てはまる語をそれぞれ書きなさい。 

図３の縦軸は（ ａ ）秒間に台車が進んだ（ ｂ ）を，横軸は（ ｃ ）

を表している。また，はりつけたテープの長さがグラフの右にいくほど長

くなっているのは，台車の速さが（ ｃ ）とともに大きくなっているこ

とを示している。 

図３ 

 

問２ 実験⑴で台車が斜面を運動している間に，台車が受ける斜面方向下向きの力について正しいことを述べ

ているのはどれか。 

ア しだいに大きくなる。 イ しだいに小さくなる。 

ウ 大きさは常に一定である。 エ はたらかない。 
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問３ 実験⑵で，図４のようにコイル内に台車を静止させ，その後台車を静かには

なした。このとき，検流計の針の振れはどのようになるか。 

ア 右に振れ，そのままになった。 イ 右に振れ，０に戻った。 

ウ 左に振れ，そのままになった。 エ 左に振れ，０に戻った。 

図４ 

 

問４ 実験⑵で，コイルに発生する電流を強くする操作はどれか。 

ア 斜面の角度は変えずに，台車をはなす位置の高さを高くする。 

イ 斜面の角度を大きくし，台車をはなす位置の高さは斜面の角度を変える前と同じにする。 

ウ コイルをとりつける位置を，台車をはなす位置に近づける。 

エ コイルを巻く向きを逆にする。 

 

問１ 

ａ   

ｂ   

ｃ   

問２   

問３  

問４   

 

問１ 

ａ 0.1 

ｂ 距離 

ｃ 時間 

問２ ウ 

問３ エ 

問４ ア 

 

問２ 台車が受ける斜面方向下向きの力は，重力の分力の一つである。物体にはたらく重力は変わらないので，分

力も一定である。 

問３ コイル内に台車を静止させてからはなすことで，Ｓ極がコイルに近づき磁界が変化して誘導電流が流れる。

Ｓ極が近づくとＮ極のときとは反対に電流が流れる。 
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【過去問 11】 

次の問１～問８に答えなさい。 

（群馬県 2012 年度） 

問１ 右の図は，ある双子葉類の茎の断面を模式的に示したものである。図中のア

の管を何というか，書きなさい。 

 

問２ 節足動物や軟体動物のように，背骨のない動物のなかまを何というか，書きなさい。 

問３ 次のア～ウの示準化石を古い時代を示す順に並べ，その記号を書きなさい。 

ア アンモナイト 

 

イ ビカリア 

 

ウ サンヨウチュウ 

 

問４ 停滞前線の記号を，次のア～エから選びなさい。 

ア 

 

イ 

 

ウ 

 

エ 

 

問５ 酸素原子のモデルを としたとき，Ｏ2のモデルを と表すとする。水素原子のモデルを としたと

き，２Ｈ2をモデルで表しなさい。 

問６ 原子核を構成している粒子のうち，＋の電気をもつものは何か，書きなさい。 

問７ 物体が水中で受ける力について，次の  ①  ， ②  に当てはまる語を，

それぞれ書きなさい。 

図のように，水中にある物体は，図のａで示される下向きの力である  

 ①  と，図のｂで示される上向きの力である  ②  を受ける。  
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問８ 傾きの異なる３つの斜面がある。図のように，それぞれの斜面の点Ａ，点Ｂ，点Ｃに，質量の等しい同

じ小球を置き，静かに手を離した。点Ａ，点Ｂ，点Ｃで手から離れた小球の点Ｏにおける運動エネルギー

をそれぞれＥＡ，ＥＢ，ＥＣとしたとき，ＥＡ，ＥＢ，ＥＣを運動エネルギーの大きいものから順に並べたもの

はどれか，後のア～エから選びなさい。ただし，図は斜面を真横から見たときのものである。また，摩擦

や空気の抵抗は無視できるものとする。 

 

ア ＥＡ → ＥＢ → ＥＣ イ ＥＣ → ＥＢ → ＥＡ 

ウ ＥＣ → ＥＡ → ＥＢ エ ＥＢ → ＥＣ → ＥＡ 

 

問１  

問２  

問３ →     →  

問４  

問５  

問６  

問７ 
①   

②   

問８  

 

問１ 道管 

問２ 無セキツイ動物 

問３ ウ → ア → イ 

問４ エ 

問５ 
 

問６ 陽子 

問７ 
① 重力 

② 浮力 

問８ ウ 

 

問１ 道管は，根から吸収した水や水にとけた養分が通る管である。 

問３ サンヨウチュウは古生代，アンモナイトは中生代，ビカリアは新生代の代表的な化石である。 

問４ アは温暖前線，イは寒冷前線，ウは閉そく前線である。 

問５ 原子は，原子核と電子からできている。また，中心にある原子核は，陽子と中性子からできている。 

問８ 力学的エネルギーが保存されることから，小球がもつ位置エネルギーは，斜面を下りながら，運動エネルギ
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ーに移り変わっていく。したがって，点Ｏでの運動エネルギーは，それぞれ点Ａ～Ｃの位置エネルギーに等しい。

よって，高い位置にある小球ほど，もつ位置エネルギーが大きく，点Ｏでの運動エネルギーは大きくなる。 
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【過去問 12】 

斜面とそれに続く水平面上での台車の運動を調べるため，１秒間に 50回打点する記録タイマーを用いて，次

の実験１，２を行いました。これに関して，あとの問１～問３に答えなさい。 

（千葉県 2012 年度 前期） 

実験１ 図１のように，板と木片で斜面をつくり，その斜面上に記録タイマーを固定した。台車の先

端を斜面上のＡ点にあわせて置き，台車を支えた手を静かにはなした。 

 このときの台車の運動のようすを，記録タイマーで紙テープに記録した。 

図１ 

 

実験２ 図２のように，実験１と同じ実験装置で斜面の角度だけを大きくし，実験１と同様に台車の

先端を斜面上のＡ点にあわせて置き，台車を支えた手を静かにはなした。 

 このときの台車の運動のようすを，記録タイマーで紙テープに記録した。 

図２ 

 

結果 図３は実験１で得られた紙テープを，図４は実験２で得られた紙テープを，それぞれ打点がは

っきりわかる点から，５打点ごとに切り，それらを左から時間の経過順に台紙にはりつけたも

のである。 

図３ 図４ 

 

問１ 実験１，２で使用した記録タイマーは一定の時間間隔で紙テープに打点する。打点と打点の間隔は何秒

か，書きなさい。 
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問２ 実験１，２の結果から，斜面の角度が大きい方が斜面上を運動する台車の速さのふえ方が大きくなって

いることがわかる。斜面上の台車にはたらく重力に関して，次の問いに答えなさい。 

① 斜面上の台車にはたらく重力の向きを矢印で示した図として最も適当なものを，次のア～エのうちから

一つ選び，その符号を書きなさい。 

 

② 斜面上の台車にはたらく，重力の大きさと斜面に沿った重力の分力の大きさについて述べた文の組み合

わせとして最も適当なものを，次のア～エのうちから一つ選び，その符号を書きなさい。 

 重力の大きさ 斜面に沿った重力の分力の大きさ 

ア 斜面の角度が大きくなると，大きくなる。 斜面の角度にかかわらず，一定の大きさである。 

イ 斜面の角度が大きくなると，大きくなる。 斜面の角度が大きくなると，大きくなる。 

ウ 斜面の角度にかかわらず，一定の大きさである。 斜面の角度にかかわらず，一定の大きさである。 

エ 斜面の角度にかかわらず，一定の大きさである。 斜面の角度が大きくなると，大きくなる。 

問３ 次の文章は，実験１，２の水平面上での台車の運動について述べたものである。文章中の  ａ  ， 

 ｂ  にあてはまる最も適当なことばを，それぞれ書きなさい。ただし， ａ  は漢字４字で書くこ

と。 

台車が水平面上を運動しているとき，速さがしだいに遅くなっているのは，摩擦力や空気の抵抗な

どの台車の運動を妨
さまた

げる力がはたらいているからである。台車の運動を妨げる力がはたらかなけれ

ば台車は水平面上で  ａ  運動をする。 

物体に力がはたらかなければ，あるいは，力がはたらいていてもそれがつり合っていれば，静止し

ている物体はいつまでも静止し，運動している物体はいつまでも  ａ  運動を続けようとする。こ

れを  ｂ  の法則という。 

 

問１   秒 

問２ 
①   

②   

問３ 
ａ   

ｂ   

 

問１ 0.02 秒 

問２ 
① ウ 

② エ 

問３ 
ａ 等速直線 

ｂ 慣性 
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問２ 重力は地球が物体を引く力で，地球(地面)に垂直な向きにはたらく。物体にはたらく重力の大きさは一定であ

るため，斜面の角度が大きくなると，斜面に沿った重力の分力の大きさは大きくなる。 

問３ 速さが一定であり，向きが変化しない一直線上を動く運動を，等速直線運動という。 
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【過去問 13】 

物体の運動を調べる実験について，次の各問に答えよ。 

（東京都 2012 年度） 

〈実験〉を行ったところ，〈結果〉のようになった。 

〈実験〉 

⑴ 図１のように，水平な実験机に置いた質量 500ｇの台車と質量 50ｇのおもりを糸でつなぎ，この糸を実

験机の端に固定した滑車にかけた。台車から車止めまでの距離は 1.5ｍ，床面からおもりまでの高さは

50cmとした。台車には記録タイマーに通した記録テープを付け，記録テープを手で引いて，台車が動かな

いようにした。 

図１ 

 

⑵ 記録テープを引いている手を放し，台車が動き始めてから車止めに当たるまでの運動を１秒間に 50回打

点する記録タイマーを用いて記録テープに記録した。この実験では，台車の車輪は糸を踏んだり糸に絡
から

ん

だりすることなく，車止めに衝突するまで運動を続けた。また，おもりは床面に衝突した後，はね返るこ

となく静止した。 

⑶ ⑵で得た記録テープを，図２のように，打点が重

なり合わずはっきりと判別できる点から５打点ご

とに①，②，③…の順に切り離し，方眼紙に左から

順に並べて貼
は

り付けた。 

図２ 

 

⑷ おもりの質量を 100ｇ，200ｇに変えて，それぞれについて⑴～⑶と同様の操作を行った。 
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〈結果〉 

50ｇのおもりを使用したときの結果が図３である。同様に，100ｇのおもり，200ｇのおもりを使用したときの

結果がそれぞれ図４，図５である。 

図３ 図４ 図５ 

   

問１ 〈実験〉の⑴で，記録テープを手で引いて台車が動かないようにしている状態から，〈実験〉の⑵でおも

りが床に衝突する直前までの間において，糸がおもりを引く力とおもりが糸を引く力の関係について述べ

たものとして適切なのは，次のうちではどれか。 

ア おもりの運動の様子にかかわらず，糸がおもりを引く力の方が大きい。 

イ おもりの運動の様子にかかわらず，互いに向きが反対で大きさが等しい。 

ウ おもりが静止しているときは互いに向きが反対で大きさが等しいが，おもりが運動しているときはおも

りが糸を引く力の方が大きい。 

エ おもりが運動しているときは互いに向きが反対で大きさが等しいが，おもりが静止しているときはおも

りが糸を引く力の方が大きい。 

問２ 台車が動き始めておもりが床面に衝突するまでの間において，〈結果〉から分かる，台車を引く力が一定

のときの台車の速さと，台車を引く力を大きくしたときの台車の運動の様子について述べたものを組み合

わせたものとして適切なのは，次の表のア～エのうちではどれか。 

 台車を引く力が一定のときの台車の速さ 台車を引く力を大きくしたときの台車の運動の様子 

ア 一定になる。 台車の速さの変化が大きくなる。 

イ 一定になる。 台車の速さが変化する時間が長くなる。 

ウ 時間とともにだんだん速くなる。 台車の速さの変化が大きくなる。 

エ 時間とともにだんだん速くなる。 台車の速さが変化する時間が長くなる。 
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問３ おもりが床面に衝突した後の台車の運動において，台車の速さを変化させている力を，下のＡ～Ｄのう

ちからすべて選んだものとして適切なのは，下のア～エのうちではどれか。 

 また，台車の速さを変化させている力がはたらかなかった場合，台車は車止めに当たるまでどのような

運動をするか，台車の運動する速さと向きに着目して簡単に書け。 

 Ａ 台車が運動する向きにはたらく力 

 Ｂ 台車が運動する向きと反対の向きにはたらく力 

 Ｃ 台車が運動する向きに対して垂直で上向きにはたらく力 

 Ｄ 台車が運動する向きに対して垂直で下向きにはたらく力 

ア Ａ イ Ｂ ウ Ａ，Ｃ，Ｄ エ Ｂ，Ｃ，Ｄ 

 

問１  

問２  

問３ 

記号  

運動  

 

問１ イ 

問２ ウ 

問３ 

記号 イ 

運動 同じ速さで同じ向きに運動を続ける。 

 

問１ 糸がおもりを引く力とおもりが糸を引く力は，反対方向で同じ大きさになる。 

問２ 物体に一定の割合で力がはたらくので，はたらいた力の分だけ速さは速くなる。また引く力を大きくすると，

大きくした力だけ速さの変化も大きくなっていく。 

問３ おもりが床面に衝突すると，運動の向きに力がはたらかないので，摩擦のある面では台車は運動する向きと

反対向きの力を受けることになる。また，摩擦のない面ならば，台車は等速直線運動をする。 
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【過去問 14】 

次の各問いに答えなさい。 

（神奈川県 2012 年度） 

問１ 右の図のように，スタンドにばねをつるし，ばねの下方におも

りを静かにつるしたところ，ばねが少しのび，おもりは静止した。

このとき，おもりにはたらく力について説明したものとして最も

適するものを次の１～４の中から一つ選び，その番号を書きなさ

い。 

１ おもりには，「重力」，「おもりがばねを引く力」の２つの力が

はたらいてつり合っている。 

２ おもりには，「重力」，「ばねがおもりを引く力」の２つの力が

はたらいてつり合っている。 

３ おもりには，「重力」，「おもりがばねを引く力」，「スタンドが

ばねを引く力」の３つの力がはたらいてつり合っている。 

４ おもりには，「重力」，「ばねがおもりを引く力」，「ばねがスタ

ンドを引く力」の３つの力がはたらいてつり合っている。 

 

問２ 右の図のようなモノコードを用いて，弦を張

る強さを変えたり，ことじを移動させることに

よりａｂ間の弦の長さを変えたりして，ａｂ間

の弦をはじいた。モノコードの弦をはじいたと

きの音の高さに関する説明として最も適するも

のを次の１～４の中から一つ選び，その番号を

書きなさい。 
 

１ 弦を張る強さを一定にすると，振動させる弦の長さが短いほど１秒間に振動する回数が少なくなり，高

い音が出る。 

２ 弦を張る強さを一定にすると，振動させる弦の長さが長いほど１秒間に振動する回数が多くなり，高い

音が出る。 

３ 振動させる弦の長さを一定にすると，弦を強く張るほど１秒間に振動する回数が少なくなり，高い音が

出る。 

４ 振動させる弦の長さを一定にすると，弦を強く張るほど１秒間に振動する回数が多くなり，高い音が出

る。 
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問３ 抵抗の大きさがわからない電熱線ａ，抵抗が

30Ωの電熱線ｂ，電源装置，電圧計，電流計，ス

イッチを接続して，右の図のような回路をつく

った。この回路のスイッチを入れたところ，電流

計の示す電流の大きさが 400mA，電圧計の示す電

圧の大きさが８Ｖであった。 

 次に，抵抗が 30Ωの電熱線ｂを 80Ωの電熱線

に取りかえてスイッチを入れた。このとき，電流

計の示す電流の大きさは何mAになると考えられ

るか，その値を書きなさい。ただし，実験中，電

源装置の電圧の大きさは変化しないものとす

る。 

 

 

問１  

 問２   

問３   mA 

 

問１ ２ 

 問２ ４ 

問３ 200 mA 

 

問１ おもりにはたらいている力は，「重力」と「ばねがおもりを引く力」の２つである。 

問２ 振動数が多いほど高い音になる。振動させる弦の長さを短くしたり，弦を強く張ったりすると，振動数は多

くなる。 

問３ 電熱線ａの抵抗の大きさは，８[Ⅴ]÷0.4[Ａ]＝20[Ω] である。直列回路全体の抵抗の大きさは，各抵抗の

和と等しいので，電熱線ａ，ｂを用いたときの回路全体の抵抗の大きさは 50Ωで，電熱線ｂを 80Ωの電熱線に

取りかえると 100Ωになる。電圧の大きさは変わらないので，電流の大きさが半分になる。 
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【過去問 15】 

物体がもつエネルギーを調べるために，次のような実験を行った。この実験とその結果について，あとの各

問いに答えなさい。ただし，小球とレールとの間の摩擦，小球にはたらく空気の抵抗，レールの厚さは考えない

ものとする。 

（神奈川県 2012 年度） 

〔実験１〕 図１のように，水平な台の上に，まっすぐなレールをなめらかにつないでスタンドで固定し，水平

なレール上の点Ｘに木片を置いた。はじめに，質量 10ｇの小球を水平な台からの高さが２cmの斜めの

レール上の点ａに置き，静かに手をはなして小球を木片に衝突させ，木片が移動した距離を記録した。

同様に，質量が 20ｇの小球，質量が 30ｇの小球それぞれを点ａに置き，静かに手をはなして小球を

木片に衝突させ，木片が移動した距離を記録した。次に，質量 10ｇの小球，質量 20ｇの小球，質量

30ｇの小球それぞれを，水平な台からの高さがそれぞれ４cm，６cmのレール上の点ｂ，点ｃに置き，

静かに手をはなして小球を木片に衝突させ，木片が移動した距離を記録した。結果はグラフ１のよう

になった。 

 図１ グラフ１ 

  

〔実験２〕 図２のように，水平な台にまっすぐなレールを置き，図３のような簡易速度計（センサーを利用し

て通過する物体の速さを測る計器）と〔実験１〕で用いた木片を置いた。次に，質量 20ｇの小球を点

Ｌに置き，手で突きはなして木片に衝突させ，小球が簡易速度計を通過するときの速さと木片が移動

した距離をそれぞれ記録した。同様の操作を手で突きはなす力をかえてくり返し行ったところ，結果

はグラフ２のようになった。 

 図２ 図３ グラフ２ 
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問１ 〔実験１〕において，小球が斜めのレール上を進み，水平なレール上を進んで木片に衝突するまでの間

に，小球にはたらく重力の大きさを説明したものとして最も適するものを次の１～４の中から一つ選び，

その番号を書きなさい。 

１ 重力の大きさは，斜めのレール上を進むときも，水平なレール上を進むときも一定である。 

２ 重力の大きさは，斜めのレール上を進むときは一定であるが，水平なレール上を進むときは０である。 

３ 重力の大きさは，斜めのレール上を進むときはだんだん小さくなり，水平なレール上を進むときは０で

ある。 

４ 重力の大きさは，斜めのレール上を進むときはだんだん大きくなり，水平なレール上を進むときは一定

である。 

問２ 〔実験１〕の結果をもとに，高い位置にある物体がもつエネルギー（位置エネルギー）を説明したもの

として最も適するものを次の１～４の中から一つ選び，その番号を書きなさい。 

１ 物体の質量が大きいほど大きくなるが，物体の位置が高くても変わらない。 

２ 物体の質量が大きくても変わらないが，物体の位置が高いほど大きくなる。 

３ 物体の質量が大きいほど大きくなり，物体の位置が高いほど大きくなる。 

４ 物体の質量が大きくても変わらず，物体の位置が高くても変わらない。 

問３ 図１の実験装置を用いて，質量 40ｇの小球を水平な台からの高さが３cmの斜めのレール上の点に置き，

静かに手をはなして小球を木片に衝突させたとすると，木片が移動する距離は何 cmになると考えられる

か。次の１～４の中から最も適するものを一つ選び，その番号を書きなさい。 

１ 4.5cm ２ ６cm ３ ９cm ４ 12cm 

問４ 図１の点Ｘに置かれた木片を取りのぞき，代わりに簡易速度計を置いた。図４のように，点Ｙに質量 20

ｇの小球を置いて，手で突きはなしたところ，小球は簡易速度計を 100cm/秒で通過し，レール上をある高さ

まで上った。〔実験１〕，〔実験２〕の結果から，小球が上った水平な台からの最大の高さはおよそ何 cmと考

えられるか。あとの１～４の中から最も適するものを一つ選び，その番号を書きなさい。 

 図４ 

 

１ ３cm ２ ５cm ３ 7.5cm ４ ９cm 

 

問１  

問２  

問３  

問４  
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問１ １ 

問２ ３ 

問３ ３ 

問４ ２ 

 

問１ 地球上の物体にはたらく重力の大きさは，常に一定である。 

問３ グラフ１より，小球の高さが等しいときの各グラフの間隔が等しいので，木片の移動距離は小球の質量に比

例していることがわかる。したがって，小球の質量が 40ｇのときの木片の移動距離は，小球の質量が 20ｇのと

きの２倍の 4.5[cm]×２＝９[cm] である。 

問４ 小球の上った高さが最大となるのは，運動エネルギーがすべて位置エネルギーに変換されたときである。グ

ラフ２より，質量 20ｇの小球の速さが 100cm/秒のとき，木片の移動距離は約 7.5cm とわかる。グラフ１の質量

20ｇの小球で，この木片の移動距離と等しくなるのは，高さが５cmのときである。 
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【過去問 16】 

ばねを引く力の大きさとばねののびとの関係を調べるために，次の  ～  の手順で実験を行った。この

実験に関して，下の問１～問３に答えなさい。 

（新潟県 2012 年度） 

 図１のように，長さ7.0cmのばねを

スタンドにつるした。 

 図２のように，このばねに，質量 10

ｇのおもりを１個つるしたところ，ば

ねは 1.6cmのびて，ばねの長さは 8.6cm

になった。 

 さらに，このばねに同じ質量のおも

りを２個，３個，４個，５個と１個ず

つ増やしてつるしていき，ばねを引く

力の大きさとばねの長さを調べた。右

の表は力の大きさとばねの長さを調

べた結果をまとめたものである。ただ

し，質量 100ｇの物体にはたらく重力

を１Ｎとする。また，ばねの質量は無

視できるものとする。 

図１ 図２ 

 

表        

力の大きさ（Ｎ） 0 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5  

ばねの長さ（cm） 7.0 8.6 10.2 11.8 13.4 15.0  

  

問１ 図３の矢印は，おもりにはたらく重力を表したものである。このとき，おもり

にはたらく重力とつりあう力を表す矢印をかきなさい。ただし，力を表す矢印は，

力の作用点を ● で表し，作用点から力の向きにかくこと。 

問２  について，表の測定値をもとにして，力の大きさとばねののびとの関係を

表すグラフをかきなさい。 

問３ このばねを用いて，重力のはたらく方向に力を加えたところ，ばねののびが

5.6cmになった。このとき，ばねに加えた力の大きさは何Ｎか，求めなさい。 

図３ 
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問１ 

  

問２ 

  

問３   Ｎ 
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問１ 

 

問２ 

 

問３ 0.35 Ｎ 

 

問２ フックの法則より，力の大きさとばねののびが比例するグラフがかける。 

問３ 求めたい力の大きさを x とすると，1.6[cm]：0.1[Ｎ]＝5.6[cm]：x [Ｎ]  x＝0.35[Ｎ] 
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【過去問 17】 

力と圧力について，次の実験を行った。あとの問いに答えなさい。ただし，100ｇの物体にはたらく重力の大

きさを１Ｎとする。 

（富山県 2012 年度） 

＜実験１＞ 質量が 800ｇの直方体の物体がある。これ

を図１のようにスポンジの上にのせてへこみの

大きさを調べた。ただし，物体のどの面を下にし

たときも物体がスポンジからはみ出ることはな

かった。 

 

図１ 

 

＜実験２＞ 実験１の物体の面アに軽い糸をつけ，他端

にニュートンめもりのばねはかり（ニュートンは

かり）をつけ，図２のように十分に大きな水そう

に水を入れ，Ａ～Ｄの順に少しずつ水の中に沈め

ていった。Ａの位置における物体の底面の高さを

基準（０cm）として，物体の下への移動距離とば

ねはかりの示す値を調べた。図３はそのときのＢ

Ｃ間の値を表したものである。なお，この実験の

途中で，物体の形が変わることはなかった。 

 

図２ 

 

問１ ＜実験１＞で，スポンジのへこみが最も小さいのはア～ウ

のどの面を下にしたときか，記号で答えなさい。また，その

ときのスポンジが物体から受ける圧力は何 Paか答えなさい。

ただし，１Pa＝１Ｎ/ｍ2である。 

問２ ＜実験２＞で，ＡＢ間とＣＤ間のばねはかりが示す値を図

３にグラフで表しなさい。 

問３ 図２のＣの位置のとき，物体にはたらいている浮力を解答

用紙の図のＯから矢印で表しなさい。ただし，図の１めもり

は１Ｎとする。 

図３ 
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問４ 図２のＣの位置のとき，図４のように，面アに２本の軽い

糸を結び，２つの同じばねはかりＰ，Ｑをつけ，水面と垂直

な方向（点線）からそれぞれ 60°の方向に引いた。このとき，

ばねはかりＰが示す値は何Ｎか，答えなさい。ただし，ばね

はかりには，摩擦力ははたらかないものとする。 

問５ 次の文は図２のＤの位置で，物体にはたらく水の圧力（水

圧）について説明したものである。次の文中の①～③の

（   ）の中から最も適切なものをそれぞれ１つずつ選び，

記号で答えなさい。 

図４ 

 

物体の上面（糸がついている面）には，その面より①（ア 上  イ 下）にある水の重さにより水

の圧力がはたらく。また，物体の底面には②（ウ 上  エ 下）向きの水の圧力がはたらき，その圧

力の大きさは，上面が受ける水の圧力と比べて③（オ 大きい  カ 小さい  キ 同じである）。 

 

問１ 
記号   

圧力   Pa 

問２ 

 

問３ 

 

問４   Ｎ 

問５ ①  ②  ③  
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問１ 
記号 イ 

圧力 1600 Pa 

問２ 

 

問３ 

 

問４ ６ Ｎ 

問５ ① ア ② ウ ③ オ 

 

問１ 物体とスポンジの触れる面積が一番大きいときに，スポンジのへこみが最も小さくなる。圧力は 

 
８[Ｎ]

0.1[ｍ]×0.05[ｍ]
 ＝1600[Ｎ/ｍ2]＝1600[Pa]と求めることができる。 

問２ 空気中では重さは変わらないのでＡＢ間のばねはかりの示す値は一定となる。また，物体全体が水中にある

場合も，水の深さによって重さは変わらないので，ＣＤ間のばねはかりの示す値も一定となる。 

問３ 図３のＢＣ間でばねはかりの示した値の変化から，浮力は２[Ｎ]であると分かる。１めもりが１Ｎなので，

浮力は上向きに２めもりの大きさの矢印で表せる。 
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【過去問 18】 

おもりを引き上げるときの仕事（仕事の量）を調べるために，次の実験を行った。これらをもとに，以下の

各問に答えなさい。ただし，100ｇの物体にはたらく重力を１Ｎとし，糸と滑車の質量，滑車の大きさ，おもりと

斜面や糸と滑車にはたらく摩
ま

擦
さつ

は考えないものとする。 

（石川県 2012 年度） 

［実験Ⅰ］ 図１のように，斜面に固定したおもり止めと 400ｇのおもりが接しており，おもりを引く糸は，滑車

を通してばねはかりとつながっている。ばねはかりを手でゆっくり上に引いて，おもりを斜面にそって

20cm移動させた。このとき，手が引いた距離とばねはかりの示す値の関係をグラフにすると，図２のよ

うになった。 

［実験Ⅱ］ 図３のように，滑車を使い，糸を手でゆっくり下に引いて，床に置いた 400ｇのおもりを床から 30

㎝の高さまで引き上げた。 

図１ 図２ 図３ 

   

問１ 実験Ⅰについて，次の⑴～⑶に答えなさい。 

⑴ おもりがおもり止めを離れるまでに，手が引いた距離はどれだけか，次のア～エから１つ選び，その符

号を書きなさい。 

ア ５㎝ イ 10㎝ ウ 15㎝ エ 20㎝ 

⑵ おもりにはたらく重力の，斜面に平行な分力の大きさはどれだけか，書きなさい。 

⑶ おもりを 200ｇに変え，同様の実験を行い，おもりを斜面にそって 20㎝移動させた。このときの手が引

いた距離とばねはかりの示す値の関係をグラフで表しなさい。 

問２ 実験Ⅱについて，次の⑴～⑶に答えなさい。 

⑴ おもりを 30㎝引き上げる仕事は何Ｊか，求めなさい。なお，途中の計算も書くこと。 

⑵ おもりを 30㎝引き上げたとき，図３のように，重力の反対方向と糸のなす角度は 45°になった。この

とき，おもりが糸を引く力とつり合う力を糸の方向に分解し，その分力を表す矢印を解答用紙の方眼を入

れた図にかき入れなさい。 
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⑶ おもりを床から 30㎝引き上げるまでに，手が糸を引く力の大きさと，糸を引く距離について，正しく述

べているものはどれか，次のア～エから１つ選び，その符号を書きなさい。 

ア 引く力はだんだん大きくなり，糸を引く距離は 30㎝より短い。 

イ 引く力はだんだん大きくなり，糸を引く距離は 30㎝より長い。 

ウ 引く力はだんだん小さくなり，糸を引く距離は 30㎝より短い。 

エ 引く力はだんだん小さくなり，糸を引く距離は 30㎝より長い。 

 

問１ 

⑴   

⑵   Ｎ 

⑶ 

 

問２ 

⑴ 
計算   

答   

⑵ 

 

⑶   
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問１ 

⑴ イ 

⑵ ２ Ｎ 

⑶ 

 

問２ 

⑴ 
計算 ４×0.3＝1.2 

答 1.2Ｊ 

⑵ 

 

⑶ イ 

 

問１ ⑴⑵ おもりがおもり止めを離れるまでは，ばねはかりの示す値は徐々に大きくなり，離れたあとは，２Ｎで

一定となる。ばねはかりの示す値は，斜面に平行な力の大きさと等しい。 

問２ ⑴ 同じ仕事をするのに，滑車などの道具を使っても使わなくても，仕事の量は変わらない。 

よって，仕事[Ｊ]＝力[Ｎ]×距離[ｍ]より，４[Ｎ]×0.3[ｍ]＝1.2[Ｊ] 

⑶ おもりを引き上げていくと，糸のなす角とともに分力も大きくなるため，手が糸を引く力は大きくなる。ま

た，動滑車を使うことで，糸を引く力は４Ｎより小さくなり，距離は 30cmより長くなる。 
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【過去問 19】 

ニュートンはかりを使って次の実験を行った。あとの問いに答えよ。 

（福井県 2012 年度） 

〔実験１〕 ① 図１のように，水平な机の上に物体Ａ

と物体Ｂを置いた。次に，それぞれをニ

ュートンはかりにつるしたところ，ニュ

ートンはかりは，ともに 3.2Ｎを示した。 

② 図２のように，物体Ａをニュートンは

かりにつるしてゆっくりと水槽の水に入

れ，物体Ａの一部が水面より上に出てい

る状態で静止させた。このとき，ニュー

トンはかりは 1.8Ｎを示した。 

図１ 

 

③ 図２の状態からさらにニュートンはかりをおろしたところ，図３のように物体Ａの全体が水中

に入った。このとき物体Ａは水槽の底についておらず，ニュートンはかりは０Ｎより大きい値を

示した。また，物体Ｂを静かに水槽に入れたところ，図４のように水に浮いた。 

図２ 図３ 図４ 

   

〔実験２〕 図５のように，板を水平な床に置いた箱

に立てかけて斜面にした。斜面の傾きは分度器

ではかることができる。力学台車にニュートン

はかりをとりつけ，ニュートンはかりを支えて

台車を斜面上に静止させた。いろいろな高さの

箱を使って斜面の傾きを変え，斜面の角度とニ

ュートンはかりが示す値を調べた。このとき台

車とニュートンはかりをつなぐ糸やニュート

ンはかりは斜面に平行にした。ただし，斜面と

台車の間の摩擦は無視できるものとする。 

図５ 

 

問１ 図１で，机が物体Ａから受ける圧力は何 Paか。 
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問２ 実験１の②で，物体Ａにはたらく浮力の大きさは何Ｎか。 

問３ 実験１の③で，物体Ａと物体Ｂにはたらく浮力と重

力を，右のようにａ，ｂ，ｃ，ｄと表す。ａとｂ，ｃと

ｄ，ｂとｄのそれぞれの大小関係はどのようになるか。

次のア～ウ，エ～カ，キ～ケからそれぞれ１つ選んで，

その記号を書け。 

図 

 

ａ…物体Ａにはたらく浮力 

ｂ…物体Ａにはたらく重力 

ｃ…物体Ｂにはたらく浮力 

ｄ…物体Ｂにはたらく重力 

 ａとｂ ア ａ＞ｂ イ ａ＜ｂ ウ ａ＝ｂ 

 ｃとｄ エ ｃ＞ｄ オ ｃ＜ｄ カ ｃ＝ｄ 

 ｂとｄ キ ｂ＞ｄ ク ｂ＜ｄ ケ ｂ＝ｄ 

 
    

問４ 実験２で，斜面上の台車にはたらく重力の，斜面方向の分力と斜面に垂直な分力を力の矢印で表せ。 

問５ 実験２で，斜面の角度とニュートンはかりが示す値の関係

をグラフに表したところ，図６のようになった。この結果から，

斜面の角度と台車に斜面からはたらく垂直抗力の関係をグラ

フに表したものはどれか。最も適当なものを次のア～エから選

んで，その記号を書け。 

図６  

 

問６ 実験２の斜面の角度を，ニュートンはかりが示す値が台車にはたらく重力の４分の１となるように固定

する。この斜面上で，床から 10㎝の高さにある台車を斜面にそってゆっくりと 20㎝引き上げたとき，台

車の位置は床から何㎝の高さになるか。 
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問１   Pa 

問２   Ｎ 

問３ ａとｂ  ｃとｄ  ｂとｄ  

問４ 

 

問５    

問６   cm 

 

問１ 1600 Pa 

問２ 1.4 Ｎ 

問３ ａとｂ イ ｃとｄ カ ｂとｄ ケ 

問４ 

 

問５ イ 

問６ 15 cm 

 

問１ 力[Ｎ]÷面積[ｍ2]＝圧力[Pa]だから，3.2[Ｎ]÷(0.05×0.04)[ｍ2]＝1600[Pa]となる。 

問３ aと b…物体Ａはニュートンばかりに支えられているので，a＜bとなる。 cと d…二力は釣り合っているの

で，c＝d となる。 b と d…二つの物体は体積は異なるが質量は等しいので，それぞれにかかる重力も等しい。 

問４ 下向きにかかる重力を対角線とする長方形を考えて，その短辺が斜面方向の分力に，その長辺が斜面方向に

垂直な分力に，それぞれ相当する。 

問５ 板が傾いていないときに垂直抗力は最大になり，板を立ててしまえば垂直抗力は０になる。 

問６ 台車にはたらく重力が４分の１となるように斜面を固定すると，斜面にそって進んだ距離の４分の１だけ上

方に進むことになる。したがって，５cmだけ上方に進め，10＋５＝15[cm]の位置にくる。 
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【過去問 20】 

電流をつくりだすしくみを調べるために，次の実験を行った。問１～問４に答えなさい。ただし，台車はな

めらかに移動するものとする。 

（山梨県 2012 年度） 

〔実験１〕 図１のように，同じコイルＡ，Ｂを 45 ㎝離して測定装置につなぎ，コイルの中に水平に板を通

した。次に，Ｎ極が進行方向を向くように磁石を台車に固定し，板の上を一定の速さで移動させ，

コイルＡ，Ｂの中を通過させた。時間と生じた電流の関係をコンピュータの画面に表示させたとこ

ろ，コイルＡは図２，コイルＢは図３のようになった。ただし，横軸はコイルＡに電流が生じはじ

めてからの時間を表す。 

図１ 図２ 図３ 

   

〔実験２〕 図４のように，図１の装置を傾け，台車を置い

た。台車を押さえていた手を静かに離し，板の上を

移動させ，コイルＡ，Ｂの中を通過させた。 

図４ 

 

問１ 次の      は，〔実験１〕でコイルに起きた現象について述べた文である。 ア  ， イ  に当

てはまる語句をそれぞれ書きなさい。 

この実験で，図２，図３のような結果が得られたのは，磁石がコイルに近づいたり，離れたりしたと

きに，コイルの内部の  ア  が変化し，コイルに電流が流れたからである。この現象を  

 イ  という。 

問２ 〔実験１〕の台車の速さは何 cm/秒か，求めなさい。 
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問３ 〔実験２〕で，時間とコイルＡに生じた電流の関係を模式的に表すと図５

のようになった。時間とコイルＢに生じる電流の関係は，どのようになると

考えられるか。次のア～エから最も適当なものを一つ選び，その記号を書き

なさい。また，そのように考えた理由を，簡単に書きなさい。ただし，横軸

はコイルＡに電流が生じはじめてからの時間を表し，縦軸の電流，横軸の時

間の間隔はそれぞれ等しいものとする。 

図５ 

 

    

問４ 発電所では，この現象を応用して電気をうみ出し，その電気を家庭に供給している。家庭で使用される

６ＷのＬＥＤ電球を，50分間点灯したときに消費する電力量は何Ｊか，求めなさい。 

 

問１ 
ア   

イ   

問２   cm/秒 

問３ 

記号  

理由  

問４   Ｊ 

 

問１ 
ア 磁界 

イ 電磁誘導 

問２ 75 cm/秒 

問３ 

記号 ア 

理由 

例 

台車の速さが大きくなるので，誘導電流の大きさは大きく，

発生する時間は短くなる。 

問４ 18000 Ｊ 

 

問３ 誘導電流の大きさは，単位時間当たりに磁界が変化する割合が大きいほど大きい。 

問４ 電力量[Ｊ]＝電力[Ｗ]×時間[秒]より，６[Ｗ]×(50×60)[秒]＝18000[Ｊ] 
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【過去問 21】 

同じ台車を用いて実験１～３を行った。次の問１～問４に答えなさい。ただし，台車にはたらくまさつ力は

ないものとする。 

（岐阜県 2012 年度） 

〔実験１〕 図１のように，なめらかな斜面に台車を置き，ニュートン

はかり（ニュートン目盛りのばねはかり）を用いて，台車には

たらく斜面下向きの力の大きさを測定した。次に，斜面の傾き

を大きくして，同様に測定した。 

〔実験２〕 図２のように，台車を上向きに 50cmゆっくり引き上げた。

このとき，台車を引く力の大きさは 10Ｎであった。 

図１ 

 

〔実験３〕 図３のように，なめらかな斜面に置いた台

車を，斜面にそって１ｍゆっくり引き上げると，

台車はもとの位置より 50cm高くなった。このと

き，台車を引く力の大きさは５Ｎであった。 

問１ 実験１で，斜面の傾きを大きくしたとき，台車

にはたらく斜面下向きの力の大きさはどうなる

か。簡潔に書きなさい。 

図２ 図３ 

  

問２ 図１の装置の糸を切ると，台車は斜面を下る。台車が斜面を下るとき，台車にはたらく斜面下向きの力

の大きさは，糸を切る前と比べてどうなるか。簡潔に書きなさい。 

問３ 実験２で，台車を引く力がした仕事の量は何Ｊか。 

問４ 実験３で，台車を引く力がした仕事の量は，実験２と同じになる。仕事の量が同じになることを，「実験

２に比べて実験３では，」に続けて，「台車を引く力」，「力の向きに移動した距離」という２つのことばを

用いて説明しなさい。 

 

問１  

問２  

問３   Ｊ 

問４ 

実験２に比べて実験３では， 
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問１ 大きくなる。 

問２ 変化しない。 

問３ ５ Ｊ 

問４ 

実験２に比べて実験３では， 

台車を引く力の大きさは半分になるが，力の向きに移動した距離が２倍

になるので，仕事の量は同じになる。 

 

問３ 仕事[Ｊ]＝力の大きさ[Ｎ]×力の向きに動いた距離[ｍ]なので，仕事の量は 10[Ｎ]×0.5[ｍ]＝５[Ｊ]であ

る。 

問４ 仕事の量とは，力の大きさと，力の向きに動いた距離とをかけた値である。よって，台車を引く力の大きさ

が半分になり，力の向きに移動した距離が２倍になれば，仕事の量としては同じになる。 
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【過去問 22】 

力と運動に関する問１～問３に答えなさい。 

（静岡県 2012 年度） 

問１ 水平な面の上で，ばねはかりを固定し，糸ア，イをつけて手で引

いたところ，図４のようになって静止した。図４の矢印は，このと

きのばねはかりが２つの糸を同時に引いたときの力を表している。 

① ばねののびがばねにはたらく力の大きさに比例することは，ある

法則として知られている。発見者にちなんで名付けられたその法則

の名称を書きなさい。 

② 糸ア，イのそれぞれがばねはかりを引いた力を，点Ｐを作用点と

して，図４に矢印( )でかきなさい。 

図４ 

 

問２ 滑車がついた，異なる角度の斜面を

もつ装置Ａ，Ｂをつくり，水平な床に固

定した。その後，図５のように金属球と

ばねはかりを糸でつないで，ばねはかり

にかかる力の大きさを調べた。 

図５ 

 

  図６は，装置Ａ，Ｂそれぞれの斜面上で測定したときの，金

属球の質量とばねはかりにかかる力の大きさとの関係を表した

ものである。ただし，糸の質量は無視でき，斜面や滑車などに

はたらくまさつはないものとする。 

① 図６から，同じ質量の金属球を引き上げるとき，装置Ａより

も装置Ｂを用いる方が，力が小さくてすむことが分かる。装置

Ａ，Ｂを用いて，それぞれ床から同じ高さまで同じ金属球を引き

上げる場合，装置Ｂを用いたときの仕事の大きさは，装置Ａを用

いたときの仕事の大きさと比べて，どのようであると考えられる

か。次のア～ウの中から適切なものを１つ選び，記号で答えなさ

い。また，そのように判断した理由も簡単に書きなさい。 

図６ 

 

ア 装置Ｂの方が小さい。 イ 装置Ｂの方が大きい。 ウ どちらも同じである。 
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② 図７のように，装置Ａ，Ｂを水平な床に固

定し，糸でつないだ金属球と砂袋が静止する

ように砂袋の質量を調節する。 

ａ 静止した金属球が 300ｇであるとき，砂

袋の質量は何ｇであると考えられるか。

図６をもとにして，答えなさい。 

図７ 

 

ｂ 図７の状態で，静止している金属球を，斜面にそって下向きに手で軽く押して動かす。手からはなれた

後，金属球は，斜面上でどのような動きをすると考えられるか。次のア～ウの中から適切なものを１つ選

び，記号で答えなさい。ただし，金属球や砂袋などにはたらく，まさつや空気の抵抗などはないものとす

る。 

ア わずかな距離だけすべり降り，すぐに止まる。 

イ 金属球が床に達するまで，一定の速さで斜面をすべり降りる。 

ウ 金属球が床に達するまで，だんだん速くなりながら斜面をすべり降りる。 

問３ 図８のように，装置Ｂだけを水平な床に固定した。次に２つ

の同じ金属球Ｐ，Ｑを，高さを変えて斜面上に置く。同時に手

をはなすと，金属球Ｐ，Ｑは斜面上をすべり降りてから，床の

上をすべる。このとき，金属球ＰとＱの間隔は，手をはなす前

の金属球ＰとＱの間隔と比べると，どのようになると考えられ

るか。次の     の中の文が適切になるように，（ ○あ ）， 

図８ 

 

（ ○い ）に補う語を，下のア～ウの中からそれぞれ１つ選び，記号で答えなさい。ただし，まさつ

や空気の抵抗などはないものとし，斜面と床はなめらかにつながっているものとする。 

金属球Ｐ，Ｑがともに斜面上をすべっているとき，金属球ＰとＱの間隔は，（ ○あ ）。 

金属球Ｐ，Ｑがともに水平な床の上をすべっているとき，金属球ＰとＱの間隔は，（ ○い  ）。 

ア 大きくなる イ 小さくなる ウ 変わらない 
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問１ 

①   の法則 

② 

 

問２ 

① 

記号   

理由  

② 
ａ   ｇ 

ｂ   

問３ ○あ  ○い  

 

問１ 

① フック の法則 

② 

 

問２ 

① 

記号 ウ 

理由 引き上げる距離が長くなるから。 

② 
ａ 450 ｇ 

ｂ イ 

問３ ○あ ウ ○い イ 

 

問１ ② 糸アとイが引く力の合力は，ばねはかりが引く力とつり合っている。 

問２ ① 同じ仕事をするときは，その経路によらず，仕事の量は変わらない。これを仕事の原理という。 

② ａ 静止する状態なので，300ｇの金属球と砂袋が斜面をすべりおりようとする力はつり合っている。これは，図

６の結果より，300ｇの金属球に2.25Ｎの力がはたらいていることと同じであり，両方がつり合うことから，砂袋

にも2.25Ｎの力がはたらく。したがって，装置Ｂにある砂袋の質量は450ｇとなる。 

 ｂ 金属球と砂袋にはたらく力がつり合っているので，等速直線運動をする。 

問３ 金属球Ｐ，Ｑが斜面をすべりおりようとする力は等しいため，同じ割合で加速していく。よって，斜面をす

べっているときのＰとＱの速さは同じである。しかし，はじめの高さが高いＰは，斜面をすべりおりた後の水平

面上での速さがＱより速くなるため，Ｑに近づいていく。 
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【過去問 23】 

斜面上や水平面上にある物体の運動について調べるため，次の〔実験〕を行った。 

〔実験〕 ① 図１のように，ある高さの台をその右端が水平面上の点Ｑと一致するように置き，この台を支え

にして斜面をつくった。 

 ② 点Ｐから 120cmの距離にある斜面上の点ａに台車を置いた。 

 ③ 台車を支えていた手を静かにはなしたところ，台車は斜面とそれに続く水平面上を運動した。こ

のとき，手を静かにはなしてからの台車の運動の様子を，１秒間に 10 回の割合で発光するストロボ

スコープの光を当てて撮影した。 

 ④ 次に，台を左に移動して，台の右端を水平面上の点Ｒに一致させ，斜面の角度を①より小さくし

た。 

 ⑤ 点Ｐから 120cmの距離にある斜面上の点ａに台車を置き，③と同じことを行った。 

図１  

 

〔実験〕の③では，台車は，支えていた手をはなしてから 0.80 秒後に点Ｐに達し，その後，水平面上を右

向きに同じ速さで動き続けた。 

 表は，〔実験〕の③で，ストロボスコープの光を当てて撮影した記録をもとに，台車が点Ｐを通過してから

の時間〔秒〕と，点Ｐからの台車の移動距離〔cm〕をまとめたものである。 

 ただし，台車にはたらく摩擦力や空気の抵抗は無視でき，台車は斜面と水平面が接する点Ｐをなめらかに通

過するものとする。 

表 

台車が点Ｐを通過してからの時間〔秒〕 0.10 0.20 0.30 0.40 0.50 

点Ｐからの台車の移動距離〔cm〕 30 60 90 120 150 

次の問１から問４に答えなさい。 

（愛知県 2012 年度 A） 
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問１ 〔実験〕の③で，台車が斜面上を運動しているとき，台車にはたらく重力の斜面方向の分力はどのよう

に表されるか。また，その分力の大きさは，時間の経過とともにどうなるか。これらのことについて説明

した文として最も適当なものを，下のアからエまでの中から選んで，そのかな符号を書きなさい。ただ

し，図２と図３は，分力を求めるために用いる図である。 

図２  図３  

ア 台車にはたらく重力の斜面方向の分力を表しているのは図２のＡであり，その分力の大きさは時間の経

過とともにしだいに大きくなる。 

イ 台車にはたらく重力の斜面方向の分力を表しているのは図２のＡであり，その分力の大きさは時間が経

過しても変化しない。 

ウ 台車にはたらく重力の斜面方向の分力を表しているのは図３のＢであり，その分力の大きさは時間の経

過とともにしだいに大きくなる。 

エ 台車にはたらく重力の斜面方向の分力を表しているのは図３のＢであり，その分力の大きさは時間が経

過しても変化しない。 

問２ 図４は，〔実験〕の③で，台車が点ａから点Ｐまで運動したときの，斜面上の台車の位置と台車の位置エ

ネルギーの大きさとの関係を表したグラフである。 

 〔実験〕の③で，点Ｐから 30cmの距離にある斜面上の点ｂを通過したときの台車の運動エネルギーの大

きさは，そのときの台車の位置エネルギーの大きさの何倍か。最も適当なものを，下のアからキまでの中

から選んで，そのかな符号を書きなさい。 

図４  

ア 0.25倍 イ 0.3倍 ウ 0.5倍 エ 1.5倍  

オ 2.5倍 カ ３倍 キ ４倍 

問３ 〔実験〕の③で，図１の点ｃと点ｄの間の距離は 100cmであった。この２点間を台車が通過するのにか

かった時間は何秒か。小数第３位を四捨五入し，小数第２位まで求めなさい。 
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問４ 図５は，〔実験〕の③から得られた結果をもとに，横軸に台車か

ら手を静かにはなしたあとの時間〔秒〕を，縦軸に台車の速さ〔cm/

秒〕をとり，その関係をグラフに表したものである。 

 〔実験〕の⑤で，台車から手を静かにはなしたあとの台車の速さ

はどうなるか。横軸に台車から手を静かにはなしたあとの時間〔秒〕

を，縦軸に台車の速さ〔cm/秒〕をとり，その関係をグラフに表した

ものとして最も適当なものを，次のアからカまでの中から選んで，

そのかな符号を書きなさい。 

図５ 

 

ただし，〔実験〕の③で，台車が水平面上を進む速さをＶ〔cm/秒〕とする。 

ア  イ  ウ  

エ  オ  カ  

 

問１  

問２  

問３   秒 

問４  

 

問１ イ 

問２ カ 

問３ 0.33 秒 

問４ オ 

 

問１ 斜面上の台車にはたらく斜面方向の分力は，斜面に平行な方向である。また大きさは，台車にはたらく重力

を平行四辺形の対角線とするとなりあう２辺なので，図２のＡが正解である。分力の大きさは，斜面の傾きが変

わらない限り常に一定である。 

問２ 点ｂでは斜面上で 90cm 下っている。その 90cm 分が運動エネルギーに移り変わったと考えてよい。また点ｂ

の位置は斜面上で 30cmなので，位置エネルギーは 30cm分。よって 90÷30＝３[倍]。 

問３ 表より点Ｐを通過してからの時間と点Ｐからの移動距離は比例しているので，Ｐを通過後は等速直線運動を

している。30cmを0.10秒で通過しているので，速さは30÷0.10=300[cm/秒]。100cmの区間は100÷300≒0.33[秒]

となる。 

問４ 斜面の角度が小さくなるので，台車の速度は③のときより小さくなる。斜面を進む時間も長くなるため，点

Ｐを通過する時間は 0.80秒より大きくなり，速さは小さいグラフを選ぶ。 
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【過去問 24】 

次の実験について，あとの各問いに答えなさい。 

（三重県 2012 年度） 

＜実験＞ 物体の運
うん

動
どう

について調べるため，台
だい

車
しゃ

と，斜
しゃ

面
めん

に固定した１秒間に 60 回打点する記録タイマ

ーを用いて，次の①～③の実験を行った。いずれの台車も斜面を下り，水平面をまっすぐに進み，車止

めに衝
しょう

突
とつ

し停止した。ただし，斜面と水平面はなめらかにつながっており，台車の運動にかかわる摩
ま

擦
さつ

や空気の抵
てい

抗
こう

，記録タイマーと紙テープの間の摩擦はないものとする。 

① 図１のように，台車の後ろに紙テープをつけ，台車の先
せん

端
たん

部
ぶ

をＡの位置に合わせて静かに手をは

なした。 

 図１ 

 

② 実験①と同じ装置を用いて，図２のように，水平面からのＡの高さが，図１における水平面から

のＡの高さの２倍になるように斜面の傾
かたむ

きを大きくした。次に台車の先端部をＡの位置に合わせ

て静かに手をはなした。 

 図２ 

 

③ 実験②で，台車の先端部を図２のＣの位置に合わせて静かに手をはなした。ただし，水平面から

のＣの高さは，図１における水平面からのＡの高さと同じである。 

問１ 実験①について，次の⒜～⒞の各問いに答えなさい。 

⒜ 次の図３は，実験①で記録された紙テープの一部である。図３の打点(あ)～(い)間の距
きょ

離
り

は 0.8cm，打

点(い)～(う)間の距離は 1.6cm，打点(う)～(え)間の距離は 2.4cmであった。打点(あ)～(え)間の台車の平

均の速さは何 cm/秒か，求めなさい。 

 

⒝ 台車が，Ｂを通過した後から，水平面をまっすぐに進み，車止めに衝突するまでの運動を何というか，

その名称を書きなさい。 
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⒞ 斜面を運動する台車にはたらく斜面下向きの力(斜面方向の力)と水平面を運動する台車の運動する向き

にはたらく力について，それぞれ正しく述べたものはどれか，最も適当な組み合わせを次のア～エから１

つ選び，その記号を書きなさい。 

 斜面を運動する台車にはたらく斜面 

下向きの力(斜面方向の力) 

水平面を運動する台車の運動する 

向きにはたらく力 

ア 常に一定の力がはたらいている。 常に一定の力がはたらいている。 

イ 常に一定の力がはたらいている。 力ははたらいていない。 

ウ しだいに大きくなる力がはたらいている。 常に一定の力がはたらいている。 

エ しだいに大きくなる力がはたらいている。 力ははたらいていない。 

問２ 実験①と実験②について，それぞれの台車が運動を始めてからの速さと時間の関係を模式的に表してい

るグラフはどれか，最も適当なものを次のア～エから１つ選び，その記号を書きなさい。ただし，実験①

と実験②の斜面上のＡＢ間の距離は等しい。 

ア イ ウ エ 

    

問３ 実験①と実験③について，次の⒜，⒝の各問いに答えなさい。 

⒜ 実験③のＣの位置における台車にはたらく斜面下向きの力(斜面方向の力)とＢを通過する時の台車の速

さは，実験①のＡの位置における台車にはたらく斜面下向きの力(斜面方向の力)とＢを通過する時の台車

の速さと比べて，それぞれどうなると考えられるか，簡単に書きなさい。 

⒝ 台車の運動にかかわる摩擦や空気の抵抗，記録タイマーと紙テープの間の摩擦がなければ，位置エネル

ギーと運動エネルギーがたがいに移り変わっても，位置エネルギーと運動エネルギーの和は一定に保たれ

る。このことを何というか，その名称を書きなさい。 

 

問１ 

⒜   cm/秒 

⒝   

⒞   

問２   

問３ 
⒜  

⒝  
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問１ 

⒜ 16 cm/秒 

⒝ 等速直線運動 

⒞ イ 

問２ イ 

問３ 
⒜ 斜面下向きの力は大きくなり，Ｂを通過する時の速さは等しい。 

⒝ 力学的エネルギー保存の法則 

 

問１ ⒜ 平均の速さを求めるので，(0.8＋1.6＋2.4)[cm]÷0.3[秒]＝16[cm/秒]となる。 

 ⒝ 摩擦のない水平面上では，台車の運動する向きに力がはたらいていないため，等速直線運動をする。 

 ⒞ 斜面を運動する台車にはたらく斜面下向きの力(斜面方向の力)は重力の分力であり，斜面上では常に一定

である。摩擦のない水平面上では，台車の運動する向きに力ははたらいていない。 

問２ 斜面の角度が大きくなると，斜面下向きの力の大きさが大きくなり，速さの変化も大きくなる。 

問３ ⒜ 斜面の角度が大きくなるため，斜面下向きの力は大きくなるが，高さが同じなので，位置エネルギーの大

きさは等しく，Ｂを通過するときの速さは等しい。 
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【過去問 25】 

右のⅠ図は，ＡＢ間の水平な面の上を一定の速さで運動して

いる小球のようすを模式的に表したものである。小球はＡＢ間を

通過した後，ＢＣ間の斜面をのぼりきり，ＣＤ間の水平な面の上

を運動した。これについて，次の問１～問３に答えよ。ただし，

小球にはたらく摩
ま

擦
さつ

や空気の抵抗は考えないものとする。ま

た，水平な面と斜面はなめらかにつながっており，小球は水平な

面や斜面からはなれることなく運動していたものとする。 

（京都府 2012 年度） 

Ⅰ図 

 

問１ 右のⅡ図は，小球がＢＣ間をのぼるときのようすと，そ

のとき小球にはたらく重力を模式的に表したものである。

Ⅱ図の小球にはたらく重力は，斜面に平行な方向と斜面に

垂直な方向に分解することができる。小球にはたらく重力

の，斜面に平行な分力と斜面に垂直な分力を答案用紙にそ

れぞれ矢印で表せ。また，答案用紙の方眼の１目盛りの長

さの矢印が１Ｎの力を表すものとすると，小球にはたらく

重力の，斜面に平行な分力の大きさは何Ｎか求めよ。 

Ⅱ図 

 

問２ 小球がＢＣ間をのぼるにつれて，小球にはたらく重力の，斜面に平行な分力の大きさと，小球の速さが

どのようになるかについて述べたものの組み合わせとして，最も適当なものを，次の(ア)～(カ)から１つ

選べ。 

 斜面に平行な分力の大きさ 小球の速さ 

(ア) しだいに大きくなる。 しだいに大きくなる。 

(イ) しだいに大きくなる。 しだいに小さくなる。 

(ウ) しだいに小さくなる。 しだいに大きくなる。 

(エ) しだいに小さくなる。 しだいに小さくなる。 

(オ) 変化しない。 しだいに大きくなる。 

(カ) 変化しない。 しだいに小さくなる。 
 

問３ 右のⅢ図は，小球がＣＤ間を運動するようすを調べるた

めに，一定時間ごとに小球に光をあてて，その小球の運動の

ようすを，連続して撮影したストロボ写真を模式的に表した

ものである。Ⅲ図で表されるような小球の運動を何運動とい

うか，ひらがな９字で書け。ただし，Ⅲ図の目盛りは等間隔

であるものとする。 

Ⅲ図 
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問１ 

 

  Ｎ 

問２  

問３          運動 

 

問１ 

 

３ Ｎ 

問２ （カ） 

問３ と う そ く ち ょ く せ ん 運動 

 

問１ 小球にはたらく重力が長方形の対角線になるようにし，さらに，斜面に平行な分力が長方形の短辺，斜面に

垂直な分力が長方形の長辺になるように作図するとよい。 

問２ 小球にはたらく重力に変化はないので，それぞれ分力にも変化はない。小球の運動方向に対して，重力の斜

面下向きの力が常にはたらくので，小球の運動方向の速さは，しだいに小さくなる。 
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【過去問 26】 

運動とエネルギーについて，実験や考察を行った。あとの問いに答えなさい。 

（大阪府 2012 年度 後期） 

問１ 小球の運動と力学的エネルギーの関係について調べるため，次の実験を行った。ただし，空気抵抗やま

さつは考えないものとする。 

【実 験】 水平面と傾斜した平面とをつなぎ，図Ⅰ

のようななめらかなコースをつくった。このコ

ース上のＡに小球Ｐを静かに置くと小球ＰはＡ

Ｂ間を下り始めた。小球Ｐは基準面からの高さ

が 10cmである水平なＢＣ間を一定の速さで移 

図Ⅰ 

 

動した後，ＣＤ間を下り，基準面と同じ高さの水平なＤＥ間を一定の速さで移動した。さらに，ＥＦ間を上

り，基準面からの高さが 15cm である水平なＦＧ間を一定の速さで移動した後，ＧＨ間を下り，Ｈに達する

までの小球Ｐの運動のようすをビデオカメラで撮影して調べた。ただし，ＢＣ間とＦＧ間の距離は等しい。 

① 次の文中の〔   〕から適切なものを一つずつ選び，記号を書きなさい。 

実験において，小球ＰがＡＢ間を下るにつれて小球Ｐのもつ位置エネルギーは(ⅰ)〔ア 増加し イ 減少

し〕，小球ＰがＥＦ間を上るにつれて小球Ｐのもつ運動エネルギーは(ⅱ)〔ウ 増加する エ 減少する〕。 

② 図Ⅱは，ＤＥ間を移動しているときの小球Ｐの運動のようすを運動する

方向とは垂直な方向から撮影した映像の再生画面から
1

 15 
秒ごとの小球

Ｐの位置を図にしたものである。図Ⅱ中の１めもりの長さは 8.0cm であ

る。 

図Ⅱ 

 

(ⅰ) 図Ⅱから考えて，ＤＥ間における小球Ｐの速さは何 cm/秒か。 

(ⅱ) 次のア～ウのうち，実験において，ＤＥ間における小球Ｐの速さが一定になる理由として最も適してい

るものを一つ選び，記号を書きなさい。 

ア 小球Ｐに，運動の向きと同じ向きの力がはたらくから。 

イ 小球Ｐに，運動の向きと逆の向きの力がはたらくから。 

ウ 小球Ｐに，運動の向きと同じ向きにも逆の向きにも力がはたらかないから。 

③ 実験において，小球ＰがＢＣ間を通過するのにかかった時間をｔ1［秒］，ＦＧ間を通過するのにかかっ

た時間をｔ2［秒］とする。次のうち，ｔ1とｔ2との関係を正しく表している式はどれか。一つ選び，記号

を書きなさい。 

ア ｔ1＞ｔ2 イ ｔ1＝ｔ2 ウ ｔ1＜ｔ2 
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問２ 図Ⅲは，質量 0.36㎏の小球Ｍをゆっくり一定の速さで重力

の向きと逆向きにａcm 引き上げるようすを示している。図Ⅳ

は，滑車Ｓを動滑車として用いて，質量 0.36 ㎏の小球Ｍと滑

車Ｓをゆっくり一定の速さで重力の向きと逆向きにａcm 引き

上げるようすを示している。ただし，糸，滑車，ばねはかりの

質量および，まさつは考えないものとし，100ｇの物体にはた

らく重力の大きさを１Ｎとする。 

図Ⅲ 図Ⅳ 

  

① 図Ⅲ中のばねはかりの示す値は何Ｎと考えられるか。 

② 図Ⅲにおいて，小球Ｍをａcm引き上げるときの仕事をｕ1［Ｊ］，図Ⅳにおいて，小球Ｍをａcm引き上げ

るときの仕事をｕ2［Ｊ］とする。次のうち，ｕ1とｕ2との関係を正しく表している式はどれか。一つ選

び，記号を書きなさい。 

ア ｕ1＞ｕ2 イ ｕ1＝ｕ2 ウ ｕ1＜ｕ2 

③ 図Ⅳにおいて，小球Ｍを 80cm引き上げるのに 18秒かかった。この仕事の仕事率は何Ｗと考えられる

か。 

 

問１ 

① 
(ⅰ)   

(ⅱ)   

② 
(ⅰ)   cm/秒 

(ⅱ)   

③   

問２ 

①   Ｎ 

②   

③   Ｗ 

 

問１ 

① 
(ⅰ) イ 

(ⅱ) エ 

② 
(ⅰ) 240 cm/秒 

(ⅱ) ウ 

③ ウ 

問２ 

① 3.6 Ｎ 

② イ 

③ 0.16 Ｗ 

 

問１ ① 基準面よりも高い位置にある物体は位置エネルギーをもち，運動している物体は運動エネルギーをもって

いる。 

② (ⅰ) ボールは，
1

 15 
秒で２めもり，つまり 16cmの距離を移動する。16[㎝]÷

1

 15 
[秒]＝240[cm/秒] 

 (ⅱ) ＤＥ間は基準面と同じ高さで，なめらかな水平面なので，小球Ｐに力ははたらいていない。 

③ ＢＣ間とＦＧ間では，ＦＧ間の方がＢＣ間よりも位置エネルギーは大きくなるが，運動エネルギーは小さく
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なる。したがって，ＢＣ間の方が運動エネルギーが大きくなり，速さは速くなるので，ＢＣ間を通過するのに

かかった時間ｔ1の方が，ＦＧ間を通過するのにかかった時間ｔ2よりも短い。 

問２ ① 0.36㎏＝360ｇの小球Ｍにはたらく重力の大きさは 3.6Ｎである。 

② 図Ⅲと図Ⅳで，小球Ｍは同じａ㎝の高さを引き上げられている。仕事の原理より，道具を使っても使わなく

ても，仕事は同じである。 

③ 3.6[Ｎ]×0.8[ｍ]÷18[秒]＝0.16[Ｗ] 
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【過去問 27】 

ばねを用いた実験に関する次の問いに答えなさい。ただし，実験に用いたばねの重さは考えないものとし，

100ｇの物体の重さを１Ｎとする。 

（兵庫県 2012 年度） 

問１ 力の大きさとばねののびとの関係を調べるために，次の実験を行った。 

〈実験１〉 図１のように，スタンドにばねを取りつけ，質量 10ｇのおもり１個

をつり下げ，ばねののびを測定した。次に，おもりの質量を変え，それぞ

れ同じ方法で実験を行った。表は，その結果をまとめたものである。 

表 

図１ 

 

おもりの質量（ｇ） 0 10 20 30 40 50  

おもりの重さ

（Ｎ） 
0 0.1 0.2 Ａ Ｂ Ｃ 

 

ばねののび（cm） 0 2 4 6 8 10  

 

〈実験２〉 図２のように，床に置いた質量 50ｇのおもりに実験１で用いた

ばねをつなぎ，ゆっくりと 12cm 引き上げた。その際，引き始めると

同時にばねはのび始めて，しばらくするとおもりが床から離れた。 

〈実験３〉 図３のように，なめらかな斜面の上に質量 75ｇのおもりと実験

１で用いたばねが斜面と平行になるように置いたところ，ばねは９cm

のびて，おもりは静止した。図３の矢印は，おもりにはたらく重力を

示している。 

⑴ 表のＡ，Ｂ，Ｃの値を求め，完成させた表をもとに，おもりの重さと

ばねののびとの関係を解答欄の図に ● 印でかき，線を引いてグラフを

完成させなさい。 

図２ 

 

⑵ 実験１の装置を使い，おもりを変えてつり下げたところ，ばねののび

は 14cmになった。このおもりの重さは何Ｎか，求めなさい。 

⑶ 実験２において，おもりは床から何 cm引き上げられたか，求めなさ

い。 

⑷ 実験２において，人の手がした仕事は何Ｊか，求めなさい。 

⑸ 実験３において，おもりにはたらく重力の斜面にそった分力の大きさ

は何Ｎか，ばねののびから求めなさい。 

図３ 

 

⑹ 実験３において，おもりにはたらく重力の斜面にそった分力と，斜面に垂直な分力を，大きさ，向きが

わかるように，解答欄の図にそれぞれ矢印でかきなさい。なお，作図に用いた線は，残しておきなさい。 
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問２ 磁力とばねののびとの関係を調べるために，次の実験を行った。 

〈実験４〉 図４のように，実験１で用いたばねに質量 10ｇの棒磁石をつ

り下げると，ばねはのびて静止した。次に，鉄しんにエナメル線を

巻いたコイルに，電源装置，抵抗器，スイッチを導線でつなぎ，コ

イルを棒磁石の真下４cmの位置に固定した。スイッチを入れると，

ａ棒磁石はコイルの向きに引かれ，ばねは，さらに３cmのびた。 

⑴ 下線部ａのとき，棒磁石のＢ側は，Ｎ極かＳ極のどちらか，書きな

さい。 

⑵ 下線部ａのばねののびを，より大きくするための方法を説明した次

の文の  ①  ， ②  に入る適切な語句を書きなさい。 

 コイルの巻き数が  ①  ほど，電流が  ②  ほど，ばねののび

を大きくすることができる。 

図４ 

 

⑶ 棒磁石におよぼした磁力の大きさは何Ｎか，ばねののびから求めなさい。 

 

問１ 

⑴ 

 

⑵   Ｎ 

⑶   cm 

⑷   Ｊ 

⑸   Ｎ 

⑹ 

 

問２ 

⑴   極 

⑵ 
①   

②   

⑶   Ｎ 
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問１ 

⑴ 

 

⑵ 0.7 Ｎ 

⑶ ２ cm 

⑷ 0.01 Ｊ 

⑸ 0.45 Ｎ 

⑹ 

 

問２ 

⑴ Ｓ 極 

⑵ 
① 多い 

② 強い 

⑶ 0.15 Ｎ 

 

問１ ⑴ フックの法則より，ばねののび[cm]はおもりの重さ[Ｎ]に比例するから，Ａ＝0.3[Ｎ]， 

Ｂ＝0.4[Ｎ]，Ｃ＝0.5[Ｎ]である。 

 ⑵ 0.1[Ｎ]：２[cm]＝x[Ｎ]：14[cm] x＝0.7[Ｎ] 

 ⑶ 50[g]のおもりでは 10[cm]ののびなので，12－10＝２[cm]。 

 ⑷ 0.5[Ｎ]を 0.02[ｍ]引き上げているので，0.5×0.02＝0.01[Ｊ]。 

 ⑸ ばねは９cmのびている。0.1[Ｎ]：２[cm]＝x[Ｎ]：9[cm] x＝0.45[Ｎ]。 

 ⑹ 分力はもとの力を対角線とする平行四辺形のとなりあう２辺を書けばよい。 

問２ ⑴ コイルの巻き方，電池の向きから，右手の法則よりコイルの上がＮ極で下がＳ極。磁石のＢ側はＮ極に引

かれたから，Ｓ極である。 

 ⑶ 磁力によりばねは３cmのびたので，0.1[Ｎ]：２[cm]＝x[Ｎ]：３[cm] x＝0.15[Ｎ]。 
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【過去問 28】 

力の大きさとばねののびとの関係を調べるため，２種類のばねＡとばねＢを用いて，実験を行った。ばねに

取りつける針金やセロハンテープの重さは考えないものとして，あとの各問いに答えなさい。 

（鳥取県 2012 年度） 

 実験  

図１のような装置を用いて，ばねにはたらく力の大きさとばねののびとの関係を調べた。下の表は実験の結果

をまとめたものである。ただし，100ｇのおもりにはたらく重力の大きさを１Ｎとする。 

操作１ ばねＡを用いて，おもりの数を変えてばねにつり下

げ，ばねののびをはかった。 

操作２ ばねＡをばねＢに取り替えて，操作１と同じように

して，ばねののびをはかった。 

図１ 

 

表 

ばねにはたらく力の 

大きさ〔Ｎ〕 
0 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 

ばねＡののび〔cm〕 0 4.9 10.3 14.5 20.6 24.6 

ばねＢののび〔cm〕 0 1.5 3.5 4.9 6.6 8.3 
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問１ 横軸にばねにはたらく力の大きさを，縦軸にば

ねののびをとり，操作１の結果から右のグラフを

作成した。 

 同様に操作２について，ばねにはたらく力の大

きさとばねののびとの関係を表すグラフをかきな

さい。 

グラフ 

 

問２ ばねにはたらく力の大きさとばねののびとの間には，グラフのような関係が見られた。この関係を何の

法則というか，答えなさい。 

問３ ばねＡにはたらく力の大きさが 0.8Ｎのとき，ばねＡののびは何 cmか，グラフを参考にして，整数で答

えなさい。 

問４ ばねＡとばねＢを用いて，図２のようにおもりをつり下

げた。このとき，それぞれのばねがおもりを引く力の大きさ

は図２の矢印のようになり，おもりにはたらく重力とつり

合っておもりは静止した。ばねＡとばねＢがおもりを引く

力の合力を，矢印で表しなさい。 

図２ 

 

問５ 図２の状態から，おもりを静止させたまま，ばねＡとばねＢのなす角度Ｘを小さくしていった。このと

き，ばねＡとばねＢがおもりを引く力の合力の大きさは，角度を変える前と比べてどのようになるか，答

えなさい。 
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問１ 

 

問２   の法則 

問３   cm 

問４ 

 

問５  
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問１ 

 

問２ フック の法則 

問３ 40 cm 

問４ 

 

問５ 変わらない 

 

問３ グラフより，力の大きさが 0.4Ｎのとき 20cmのびているので，0.8Ｎでは 40cmのびる。 

問４ ばねＡとばねＢがおもりを引く力を合成する。求める合力の向きは，２つの力を２辺とする平行四辺形の対

角線の向きになる。 

問５ おもりにはたらく重力は変わらないので，それとつり合う合力の大きさも変わらない。 
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【過去問 29】 

力のつり合いを調べるために実験１を，水中ではたらく力を調べるために実験２をそれぞれ行った。実験

１，実験２を行う前に，これらの実験で用いるばねについて，ばねを引く力の大きさとばねののびとの関係を調

べた。問１～問４に答えなさい。 

（岡山県 2012 年度） 

〈ばねを引く力の大きさとばねののびとの関係〉 

図１のような装置で，同じ質量のおもりを１個，２個，３個，…と静かにばねにつ

るし，それぞれのときのばねののびをはかった。 

このときのばねを引く力の大きさと，ばねののびとの関係を表にまとめた。 

図１ 

 

 表 おもりの個数 0 1 2 3 4 5 

 ばねを引く力の大きさ〔Ｎ〕 0 0.2 0.4 0.6 0.8 1.0 

 ばねののび〔cm〕 0 2.4 4.9 7.3 9.8 12.3 

 

〈実験１〉 図２のように，糸Ａと糸Ｂを点Ｏに

結び，ばねが真下にのびるように，それ

ぞれの方向に糸を引いた。 

 ばねが真下に9.8cmのびたところで動

かないように保った。 

図２ 

 
 

〈実験２〉 砂をつめたフィルムケースを細い糸でばねにつるし

た。 

 その後，水の入ったビーカーをゆっくり持ち上げて，

フィルムケースを水の中に静かに沈めながら，ばねのの

びをはかった。 

 このときのフィルムケースと水面の位置と，ばねのの

びとの関係を図３にまとめた。 

図３ 

 

問１ 表をもとに，ばねを引く力の大きさとばねののびとの関係をグラフに表しなさい。 
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問２ 問１でかいたグラフからわかったことをまとめた次の文章の  (ｱ)  に当て

はまる語を， (ｲ)  に当てはまる人物名をそれぞれ書きなさい。 

ばねののびは，ばねを引く力の大きさに  (ｱ)  することがわかる。こ

の関係を  (ｲ)  の法則という。 

問３ 実験１で，ばねが真下に 9.8cm のびているとき，糸Ａと糸Ｂを引いている力

を，点Ｏからの矢印でそれぞれ解答用紙にかきなさい。解答用紙の図中の点線は，

ばねがのびている方向を示し，破線はそれぞれの糸を引いている方向を示してい

る。図の方眼の１目盛りは 0.1Ｎとする。なお，作図に使った線などは消さない

でおきなさい。 

図４ 

 

問４ 実験２について，(ｱ)～(ｳ)に答えなさい。 

(ｱ) 図４は，図３の⒞のときのフィルムケースの周辺を拡大して示したものである。図４のア，イ，ウの点

でフィルムケースにはたらく水圧の大きさを，それぞれ㋐，㋑，㋒とするとき，これらの大小関係として

最も適当なのは，⑴～⑸のうちではどれですか。一つ答えなさい。 

⑴ ㋐＜㋑＜㋒ ⑵ ㋐＝㋑＜㋒ ⑶ ㋐＝㋑＝㋒  

⑷ ㋐＜㋑＝㋒ ⑸ ㋐＞㋑＞㋒ 

(ｲ) 図３の⒞の状態のときにフィルムケースにはたらく浮力の大きさは何Ｎですか。 

(ｳ) 次の文は，浮力の大きさについて実験２の結果からわかったことをまとめたものである。文中の  

    に，「体積」という語を使って，当てはまる適当なことばを書きなさい。 

フィルムケースにはたらく浮力の大きさは，                  ほど大きくな

る。 
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問１ 

 

問２ 
(ｱ)   

(ｲ)   

問３ 

 

問４ 

(ｱ)   

(ｲ)   Ｎ 

(ｳ)  

 



9 運動とエネルギー(中３) 力の合成・浮力・ 運動・ 仕事・ エネルギー 2012 年度 

79 

問１ 

 

問２ 
(ｱ) 比例 

(ｲ) フック 

問３ 

 

問４ 

(ｱ) １ 

(ｲ) 0.4 Ｎ 

(ｳ) 水中にある部分の体積が大きい 

 

問２ 問１より，グラフは原点を通る直線になっているので，ばねののびはばねを引く力の大きさに比例すること

がわかる。 

問３ 表より，ばねが点Ｏから真下に 9.8cmのびているとき，ばねを引く力の大きさは 0.8Ｎである。ばねがのびて

いる方向に 0.8Ｎの大きさの力をかき，それぞれの破線の方向を二辺と，その力を対角線とする平行四辺形をか

く。その平行四辺形の２辺が，糸Ａと糸Ｂを引いている力である。 

問４ (ｱ) 水圧は，水面から深くなるほど大きくなるので，⑴が正しい。 

(ｲ) 図３の⒜では，フィルムケースが水に入っていないので，表より，フィルムケースは 0.5Ｎの力でばねを引

いている。⒞のときのばねののびは 1.2cmである。問１のグラフより，ばねののびが 1.2cmのときのばねを引

く力の大きさは 0.1Ｎなので，浮力の大きさは，0.5－0.1＝0.4[Ｎ] 

(ｳ) 実験２では，水中にある部分の体積が大きくなるほどばねののびは小さくなり，浮力の大きさが大きくなっ

ていることがわかる。 
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【過去問 30】 

次の問１・問２に答えなさい。 

（広島県 2012 年度） 

問１ 図に示した装置を用いて，ＢＴＢ溶液を数滴加えたうすい塩酸を入れたビーカーに，うすい水酸化ナト

リウム水溶液を少しずつ加えて，ビーカー内の水溶液の性質の変化を調べる実験をしました。これに関し

て，下の⑴～⑷に答えなさい。 

 

⑴ 次の文章は，この実験で，ビーカー内の水溶液の色が変化する様子について述べたものです。文章中

の  ① ・ ②  にあてはまる語はそれぞれ何ですか。下のア～エの中から適切なものをそれぞれ選

び，その記号を書きなさい。 

ビーカー内の，ＢＴＢ溶液を数滴加えたうすい塩酸の色は  ①  である。この水溶液にうすい水

酸化ナトリウム水溶液を少しずつ加えていくと，やがてビーカー内の水溶液の色は緑色に変化し  

 ②  へと変化する。 

ア 無色 イ 紫色 ウ 青色 エ 黄色 

⑵ この実験で，ビーカー内の水溶液の色が緑色に変化したとき，この水溶液

をスライドガラスに１滴とり，水を蒸発させ，残った物質を顕微鏡で観察し

ました。右の図は，この観察した物質の結晶を撮影したものです。この物質

は何ですか。その物質の化学式を書きなさい。 

 

⑶ この実験で，ビーカー内の水溶液の色が緑色に変化したのは，うすい塩酸とうすい水酸化ナトリウム水

溶液がたがいの性質を打ち消し合う反応を起こしたためです。このような反応を何といいますか。その名

称を書きなさい。 

⑷ 次の表は，身のまわりの溶液のうち，しょうゆ，牛乳，石けん水の pHを測定した結果を示したもので

す。表中のしょうゆ，牛乳，石けん水の中で，アルカリ性のものはどれですか。その名称を書きなさい。

また，その溶液がアルカリ性だと考えた理由を，pHの値と関連づけて簡潔に書きなさい。 

溶液 しょうゆ 牛乳 石けん水 

㏗の値 4.8 6.7 9.5 
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問２ 図１に示した装置を用いて，点Ｏの位置まで引いた輪ゴムにはたらく２力の合力を調べる実験をしまし

た。また，図２に示した装置を用いて，斜面上に置いた台車にはたらく斜面方向の力の大きさを調べる実

験をしました。これに関して，下の⑴～⑷に答えなさい。 

図１ 図２ 

  

⑴ 図１，図２の実験では，力の大きさを調べるために，いずれもばねの性質を利用しています。次の文

は，この性質について述べたものです。文中の     にあてはまる語を書きなさい。 

ばねには，ばねを引く力の大きさとばねの     は比例するという性質がある。 

⑵ 右の図は，図１の装置を用いて実験したときの記録

用紙の一部を示したものです。図中の２つの矢印は，点

Ｏの位置まで引いた輪ゴムにはたらく２力をそれぞれ

示しています。図中の点Ｏにはたらく２力の合力を表

す矢印をかきなさい。 

 

 

⑶ 右の図は，図２の装置の一部を示したものです。図中の２つの矢印は，台車

にはたらく斜面方向の力と重力をそれぞれ示しています。斜面の傾きを大きく

したとき，これらの力の大きさはそれぞれどうなりますか。次の①・②の〔  〕

内のア～ウの中からそれぞれ選び，その記号を書きなさい。 

① 台車にはたらく斜面方向の力の大きさ 

〔ア 大きくなる イ 小さくなる ウ 変化しない〕 

② 台車にはたらく重力の大きさ 

〔ア 大きくなる イ 小さくなる ウ 変化しない〕 

 

⑷ 斜面上に置いた台車を斜面に沿って上向きに手で一瞬おしたところ，台車は斜面をのぼっていきまし

た。このとき，斜面をのぼる台車の速さはしだいにおそくなっていきました。このように，台車の速さが

おそくなるのはなぜですか。その理由を，「運動」の語を用いて簡潔に書きなさい。 
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問１ 

⑴ 
①   

②   

⑵   

⑶   

⑷ 

名称   

理由  

問２ 

⑴   

⑵ 

 

⑶ ①   

 ②   

⑷  
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問１ 

⑴ 
① エ 

② ウ 

⑵ ＮａＣｌ 

⑶ 中和 

⑷ 

名称 石けん水 

理由 pHの値が７より大きいため。 

問２ 

⑴ のび 

⑵ 

 

⑶ ① ア 

 ② ウ 

⑷ 台車の運動の向きと逆向きの力がはたらくため。 

 

問１ ⑴⑶ 塩酸は酸性なので，ＢＴＢ溶液は黄色になる。酸性の水溶液にアルカリ性の水溶液を加えていくと，た

がいの性質を打ち消し合う反応が起こる。この反応を中和という。中和して中性になった水溶液にアルカリ性の

水溶液を加えていくと，水溶液はアルカリ性になり，ＢＴＢ溶液は青色になる。 

⑵ うすい塩酸にうすい水酸化ナトリウム水溶液を加えたときの反応を化学反応式で表すと， 

ＨＣｌ ＋ ＮａＯＨ → ＮａＣｌ ＋ Ｈ２Ｏ となる。できる塩は ＮａＣｌ。 

⑷ アルカリ性のものは，pHが 7より大きい。 

問２ ⑴ ばねを引く力の大きさとばねののびは比例する。これをフックの法則という。 

⑵ ２力の合力は，２力を２辺とする平行四辺形の対角線で表す。 

⑶ 斜面の傾きが大きくなると，斜面方向の力が大きくなる。この力は台車にはたらく重力の分力である。台車

にはたらく重力は，傾きが変わっても変化しない。 

⑷ 台車には，斜面方向に下向きの力がつねにはたらいている。台車を斜面方向に上向きの力を加えて運動させ

ても，下向きの力で打ち消されるので，台車はだんだんおそくなる。 
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【過去問 31】 

次の文章，図に関して，あとの問１～問６に答えなさい。 

（広島県 2012 年度） 

ある学級の理科の授業で，図に示した装置を用いて，エネルギーの変換を調べる実験をしました。あと

の文章は，その理科の授業における先生と生徒の会話の一部です。 

 

 
先生：実験では，手回し発電機を用いて電気をとり出して，豆電球を点灯させましたね。手回し発

電機は，あるエネルギーを①電気エネルギーに変換することができます。それは何エネルギ

ーでしょうか。 

 

 生徒：手回し発電機のハンドルを回して動かしているので，運動エネルギーだと思います。 

先生：そうですね。では，手回し発電機は，運動エネルギーのすべてを電気エネルギーに変換した

のでしょうか。実験をふり返って，考えてみてください。 

 

 生徒：ハンドルを回しているあいだは，何か音がしていました。運動エネルギーが音エネルギー

にも変換されたと思います。 

先生：そうですね。ほかにありませんか。 

 

 生徒：実験のあと，手回し発電機が熱くなっていました。②熱エネルギーにも変換されたと思いま

す。 

先生：よく気づきましたね。手回し発電機は，運動エネルギーを電気エネルギーに変換する器具

です。しかし，その過程で，運動エネルギーは音エネルギーと熱エネルギーにも変換され

ているのです。それでは，エネルギーが変換される前と後で，エネルギーの総量はどうな

ると思いますか。 

 

 生徒：運動エネルギーがさまざまなエネルギーに変換されるけれど，エネルギーの総量は変化し

ないと思います。 

 

 先生：そのとおりです。エネルギーは変換されるだけなので，変換される前と後で，エネルギーの

総量は一定に保たれています。これは，とても重要な法則です。ところで，エネルギーの変

換は，私たちの生活の中でも利用されています。私たちが生きていくために必要なエネル

ギーも別のエネルギーが変換されたものです。２年生で学習したことを思い出してみまし

ょう。私たちが生きていくために必要なエネルギーは，私たちの体の細胞が酸素を利用し

て養分を分解することで得られます。細胞が養分を分解してエネルギーをとり出すはたら

きを何といいますか。 

 

 生徒：③細胞の呼吸です。 

先生：そうですね。細胞の呼吸とは，食物中の養分からエネルギーをとり出すことですね。この食

物中の養分には，植物によってつくられたものがあります。では，多くの植物は，どのよう

にして養分をつくっていますか。 
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 生徒：光合成だと思います。植物は，光エネルギーを利用して，水と二酸化炭素から養分を合成し

ています。 

 

 先生：そうですね。多くの植物がつくる養分は，④太陽の光エネルギーが⑤化学エネルギーとして

蓄えられたものといえます。もとをたどれば，私たちが生きていくために必要なエネルギ

ーは，太陽の光エネルギーを変換したものといえますね。ほかにも，私たちは，⑥さまざま

なエネルギーを変換して利用しています。このことについて具体的に学習していきましょ

う。 

 

 

問１ 下線部①に関して，モーターを使って，質量 10㎏の物体を１ｍ引き上げるのに 20秒かかりました。こ

のときの仕事率は何Ｗですか。ただし，質量 100ｇの物体にはたらく重力の大きさを１Ｎとします。 

問２ 下線部②に関して，熱の伝わり方には，伝導，対流，放射があります。次の(ア)～(エ)の中で，伝導に

ついて述べているものはどれですか。適切なものを１つ選び，その記号を書きなさい。 

(ア) 日なたぼっこをしていると，からだの日に当たっている部分があたたかくなった。 

(イ) エアコンで部屋を暖房していると，部屋の上の方の空気があたたかくなった。 

(ウ) オーブントースターでパンを焼いていると，パンの上の面にこげ色がつきはじめた。 

(エ) 熱いスープにスプーンを入れていると，スプーンが熱くなった。 

問３ 下線部③に関して，細胞の呼吸で利用される酸素は，血液中の赤血球にふくまれるある物質と結びつい

て運ばれます。この物質は何ですか。その名称を書きなさい。 

問４ 下線部④に関して，太陽では，熱エネルギーが光エネルギーに変換されています。太陽のように，みず

から光りかがやく天体のことを何といいますか。その名称を書きなさい。 

問５ 下線部⑤に関して，物質がもっている化学エネルギーを電気エ

ネルギーに変換する装置として電池があります。右の図は，モータ

ーにつないだ電池の構造を模式的に示したものです。図中のモータ

ーに電流が流れるとき，電子が移動する向きを示したものは，次の

ア・イのうちどちらですか。その記号を書きなさい。また，このと

き，電子を受けとった金属板の表面から発生する気体は何ですか。

その名称を書きなさい。 

ア 亜鉛板 → モーター → 銅板  

イ 銅板 → モーター → 亜鉛板 

 

問６ 下線部⑥に関して，自然のエネルギーや再生可能なエネルギーを利用した発電が開発されており，その

１つとしてバイオマス発電があります。この発電では，稲わらや落ち葉，動物のふんなどを発酵させて得

られる物質を利用することがあります。この利用される物質には何がありますか。その名称を１つ書きな

さい。 
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問１   Ｗ 

問２   

問３   

問４   

問５ 

記号   

名称   

問６   

 

問１ ５ Ｗ 

問２ (エ) 

問３ ヘモグロビン 

問４ 恒星 

問５ 

記号 ア 

名称 水素 

問６ アルコール 

 

問１ 10kg＝10000ｇなので，質量 10000ｇの物体にはたらく重力の大きさを x[Ｎ]とすると，100[ｇ]：１[Ｎ]＝

10000[ｇ]：x[Ｎ]より，x＝100[Ｎ]。よって仕事率は，100[Ｎ]×１[ｍ]÷20[秒]＝５[Ｗ] 

問２ 伝導は，熱源から熱が直接伝わる伝わり方である。対流は，あたためられた液体や気体などが動いて全体に

熱を伝える伝わり方で，放射は，熱エネルギーが光エネルギーになって空気中を伝わり，光が当たった部分に熱

が伝わる伝わり方である。 

問３ 呼吸によって取り入れられた酸素は，赤血球の中のヘモグロビンと結びついて運ばれる。 

問４ みずから光りかがやく天体を恒星という。みずから光を出さずに恒星のまわりを回る，ある程度の大きさを

もつ天体を惑星，惑星のまわりを回る天体を衛星という。 

問５ 亜鉛は溶けて亜鉛イオンとなり，電子を放出する。放出された電子は銅板に向かって流れ，塩酸の水素イオ

ンと結びついて水素原子となり，さらに水素分子となって気体の水素が発生する。なお，電流の流れる向きは電

子の流れる向きと逆である。 

問６ バイオマス発電とは，稲わらなどを発酵してできたアルコール(メタン)を利用する発電方法である。 
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【過去問 32】 

次の問１，問２，問３に答えなさい。 

（香川県 2012 年度） 

問１ 水の中に沈む物体にはたらく浮力の大きさを調べるために，次の実験をした。これについて，あとの

⑴，⑵の問いに答えよ。 

実験 下の図Ⅰのように，高さが 5.0cmの密閉できる円柱の容器を，ニュートンはかりにつるすと，0.10Ｎを

示した。次に，この容器の中に鉄粉を入れ，容器をニュートンはかりにつるしたまま，下の図Ⅱのように，

容器の底を水を入れたビーカーの水面につけた。このとき，ニュートンはかりは 0.70Ｎを示していた。さ

らに，ニュートンはかりを下げながら，下の図Ⅲのように，水面から容器の底までの距離が 5.0cmになる

ところまでゆっくりと容器を沈めた。下の図Ⅳは，水面から容器の底までの距離と，ニュートンはかりの

示す値の関係をグラフに表したものである。 

 図Ⅰ 図Ⅱ 図Ⅲ 図Ⅳ 

     

⑴ 次の文は，図Ⅰのとき，容器にはたらく力のつり

合いについて述べようとしたものである。文中のＰ，

Ｑの     内にあてはまる言葉の組み合わせとし

て最も適当なものを，右の表のア～エから一つ選ん

で，その記号を書け。 

容器にはたらく重力とつり合う力は， Ｐ  が， 

 Ｑ  を引く力である。 

 

 Ｐ Ｑ 

ア 糸 ニュートンはかり 

イ ニュートンはかり 手 

ウ 容器 糸 

エ 糸 容器 
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⑵ この容器の中の鉄粉の量を変えて，図Ⅰのようにしてはかると，1.40Ｎを示

した。この容器を，上の実験と同じようにして容器の底を水面につけた状態か

ら，右の図Ⅴのように，水面から容器の底までの距離が 6.0cm になるところま

でゆっくりと沈めた。次の㋐～㋓のうち，水面から容器の底までの距離とニュー

トンはかりの示す値の関係を表すグラフとして最も適当なものを一つ選んで，

その記号を書け。 

㋐ ㋑ ㋒ ㋓ 

  

  

図Ⅴ 

 

問２ 次の実験Ⅰ，Ⅱについて，あとの⑴～⑸の問いに答えよ。 

実験Ⅰ 右の図Ⅰのような装置を用いて，電熱線Ｐに

電流を流したときの，水の上昇温度を調べる実

験をした。まず，発泡ポリスチレンのカップの中

に，70ｇの水を入れ，室温と同じになるまで放置

しておいた。次に，スイッチを閉じて，電熱線Ｐ

に 2.0Ｖの電圧を加え，水をときどきかき混ぜな

がら，電流を５分間流し，電流の強さと水温を測

定した。電熱線Ｐに加える電圧を 4.0Ｖ，6.0Ｖ

に変え，同じように実験をした。右の表Ⅰは，

実験の結果をまとめたものである。 

図Ⅰ 

 

⑴ この実験をおこなうために，カップの中に水を入れ

たところ，水温が室温に比べてかなり低かった。この

場合，水温が室温と同じになるまで放置しておかなけ

れば，電熱線の発熱による上昇温度を正確に測定でき

ない。それはなぜか。その理由を簡単に書け。 

表Ⅰ 
   

電 熱 線 Ｐ に 
加える電圧 [Ｖ ] 

2.0 4.0 6.0 

電 熱 線 Ｐ に 
流れる電流 [Ａ ] 

0.25 0.50 0.75 

水の上昇温度[℃] 0.5 2.0 4.5 
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⑵ 電熱線Ｐの抵抗は何Ωか。 表Ⅱ 

実験Ⅱ 図Ⅰの装置で電熱線Ｐを電熱線Ｑにとりかえ

て，実験Ⅰと同じように実験をした。右の表Ⅱは，

実験の結果をまとめたものである。 

電 熱 線 Ｑ に 
加える電圧[Ｖ] 2.0 4.0 6.0 

電 熱 線 Ｑ に 
流れる電流[Ａ] 0.50 1.00 1.50 

水の上昇温度[℃] 1.0 4.0 9.0 

⑶ 電流と電圧をかけたものを電力という。表Ⅱをもとにして，電熱線Ｑが消費する電力と，水の上昇温度

との関係を，グラフに表せ。 

⑷ 次に，右の図Ⅱのように，電熱線Ｐと電熱線Ｑを

つなぎ，水の上昇温度を調べた。まず，それぞれの発

泡ポリスチレンのカップの中に，水を 70ｇ入れ，室

温と同じになるまで放置しておいた。次に，スイッチ

を閉じて，水をときどきかき混ぜながら，５分間電流

を流した。このとき，電圧計は 6.0Ｖを示していた。

実験Ⅰ，Ⅱの結果から考えて，スイッチを閉じてから

５分後の電熱線Ｐによる水の上昇温度と，電熱線Ｑ

による水の上昇温度は，それぞれ何℃と考えられる

か。 

図Ⅱ 

 

⑸ 右の図Ⅲは，電熱線で発泡ポリスチレンを切る道具を示したものであ

る。次の文は，この道具について述べようとしたものである。文中の  

    内については，あてはまる最も適当な言葉を書き，〔  〕内につ

いては，㋐，㋑のうち，正しいものを一つ選んで，その記号を書け。 

この道具に使われている電熱線は，電気エネルギーを     エネ

ルギーに変換するものである。この電熱線に同じ大きさの電圧を加える

場合，電熱線の抵抗が〔㋐大きい ㋑小さい〕ほど消費する電力が大き

くなり，発泡ポリスチレンが切れやすくなる。 

図Ⅲ 
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問３ 斜面上での小球の運動を調べるために，次の実験Ⅰ，Ⅱをした。これに関して，あとの⑴～⑸の問いに

答えよ。 

実験Ⅰ 下の図Ⅰのように，なめらかな板で斜面をつくり，Ｓ点からの高さが 30cmである斜面上のＫ点に小

球を置き，静かに手を離した。手を離してから 0.1 秒ごとの小球の位置をストロボ写真にとったとこ

ろ，図Ⅰのようになった。図Ⅰ中のＬ～Ｓ点は，手を離してからの 0.1秒ごとの小球の位置であり，下

の表は，Ｋ点から各点までの距離を測定した結果をまとめたものである。 

図Ⅰ 

  
小球の位置 Ｌ Ｍ Ｎ Ｏ Ｐ Ｑ Ｒ Ｓ 

Ｋ点からの距離［cm］ 1.5 6.0 13.5 24.0 37.5 54.0 73.5 96.0 

⑴ Ｌ点とＭ点の間の小球の平均の速さは何 cm/秒か。 

⑵ 図Ⅰの装置を用いて，小球が，手を離れてから 0.4秒後にＳ点に達するようにするには，斜面上に置く

小球の位置を，Ｓ点から何 cmの高さにすればよいと考えられるか。 

実験Ⅱ 右の図Ⅱのように，実験Ⅰと同じ小球

と板を用い，Ｘ点からの高さが 30cm であ

る斜面上のＶ点に小球を置き，静かに手を

離した。 

 

図Ⅱ 

 

⑶ 図Ⅱの斜面上を運動している小球にはたらく重力と，垂直抗力を矢印で表すとどうなるか。次の㋐～㋓

のうち，最も適当なものを一つ選んで，その記号を書け。 

㋐ ㋑ ㋒ ㋓ 
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⑷ 右の図Ⅲは，実験Ⅰにおいて，小球がＫ点で手

を離れてからの時間と，小球の速さとの関係をグ

ラフに表したものである。実験Ⅱにおいて，小球

がＶ点で手を離れてからの時間と，小球の速さと

の関係をグラフに表すとどうなるか。次の㋐～㋓

のうち，最も適当なものを一つ選んで，その記号

を書け。 

図Ⅲ 

 

㋐ ㋑ 

  
㋒ ㋓ 

  

⑸ 図Ⅱにおいて，小球は，Ｖ点では位置エネルギーだけをもっている。この位置エネルギーは，小球が斜

面を下るにつれて減少し，減少した分だけ，小球の運動エネルギーが増加する。小球がＸ点に達したとき

は，小球は運動エネルギーだけをもっている。小球がＷ点に達したとき，小球の位置エネルギーが小球の

運動エネルギーの４倍であったとすると，Ｗ点での小球の運動エネルギーは，Ｘ点に達したときの小球の

運動エネルギーの何倍であると考えられるか。 
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問１ 
⑴    

⑵   

問２ 

⑴  

⑵   Ω 

⑶ 

 

⑷ 
Ｐ   ℃ 

Ｑ   ℃ 

⑸ 
言葉   

記号   

問３ 

⑴   cm/秒 

⑵   cm 

⑶   

⑷   

⑸   倍 
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問１ 
⑴ エ 

⑵ ㋑ 

問２ 

⑴ 
例 

まわりの空気によってあたためられ，水温が上昇するから。 

⑵ 8.0 Ω 

⑶ 

 

⑷ 
Ｐ 2.0 ℃ 

Ｑ 1.0 ℃ 

⑸ 
言葉 熱 

記号 ㋑ 

問３ 

⑴ 45 cm/秒 

⑵ 7.5 cm 

⑶ ㋒ 

⑷ ㋑ 

⑸ 0.2 倍 

 

問１ ⑵ 浮力の大きさは，その物体が押しのけた液体の重さに等しい。よって，はかりの示す値が大きくなっても

容器の体積には変化がないので，グラフの傾きは図Ⅳと同じ。水面から容器までの距離が５cm でも６cm でも，

容器が押しのけた水の体積は等しいので，はかりの示す値に変化はない。 

問２ ⑵ オームの法則より，R＝2.0[Ｖ]÷0.25[Ａ]＝8.0[Ω] 

⑷ 電熱線Ｑの抵抗は 4.0Ωである。電熱線Ｐと電熱線Ｑは直列でつながっているので，各電熱線に流れる電流

の大きさは，6.0[Ｖ]÷12.0[Ω]＝0.50[Ａ] となり，表Ⅰ，表Ⅱより求める。 

問３ ⑵ 小球が手を離れてから 0.4秒後の位置までの距離は 24.0cmである。したがって，求めたい高さを x[cm]と

すると，96：30＝24.0：x より，x＝7.5[cm]となる。 

⑶ 垂直抗力の方向は，物体の接している面に垂直である。 

⑷ Ｖ点での力学的エネルギーを１とすると，Ｘ点では位置エネルギーが０，運動エネルギーが１と表せる。問

題文よりＷ点での運動エネルギーを x とすると，位置エネルギーは４x となり，力学的エネルギー保存の法則

より，Ｗ点でも力学的エネルギーは１だから，５x＝１より，x＝0.2となる。 
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【過去問 33】 

台車の運動とばねに関する次の問１・問２に答えなさい。 

（愛媛県 2012 年度） 

問１ [実験１] 図１のようになめらかな水平面上に

台車を置き，この台車を手で押し動かしてはなし

た。このときの台車の運動の様子を
1

 60 
秒ごとに

打点する記録タイマーを用いて調べた。この実験

で紙テープに記録された打点を６打点ごとに区切

り，区切った各区間を図２のようにＡ～Ｈとした。

表１は，各区聞における紙テープの長さを表した

ものである。 

図１ 

 

図２ 

 

表１ 

区 間 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ 

紙テープの 

長さ〔cm〕 
3.2 6.8 10.4 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 

⑴ 次の文の①，②の{  }の中から，それぞれ適当なものを一つずつ選び，その記号を書け。 

 実験１の区間Ａ～Ｃにおいて，紙テープに記録された打点の間隔を調べると，しだいに広くなっている

ことから，台車の速さは，だんだん①{ア 速く  イ 遅く}なったことが分かる。区間Ａ～Ｃにおい

て，手から台車には，台車が②{ウ 進む向き  エ 進む向きと逆向き}に力がはたらいていた。 

⑵ 実験１で，区間Ｂにおける台車の平均の速さは何 cm/秒か。 

⑶ 実験１で，区間Ｄの最初の打点をＰとする。 

① 打点Ｐを打ってからの時間と，その間に台車が移動した距離との関係はどうなるか。表１をもとに，そ

の関係を表すグラフをかけ。 

② 打点Ｐを打ってからの 0.25秒間に，台車が移動した距離は何 cmか。 

問２ ［実験２］ばねＸにはたらく力の大きさとばねののびにつ

いて調べた。図３は，その結果を表したグラフである。 

 図４のように，ばねＸと定滑車を用いて，質量 90ｇのおも

りＹをゆっくり引き上げた。このとき，糸とばねの質量，糸と

定滑車の間の摩擦，糸ののび縮みは考えないものとする。ま

た，質量 100ｇの物体にはたらく重力の大きさを 1.0Ｎとする。 

図３ 
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⑴ 図３のグラフから，ばねののびは，ばねにはた

らく力の大きさに比例していることが分かる。

この関係は，発見した人の名前にちなんで， 

     の法則と呼ばれる。 

      に当てはまる適当な言葉を書け。 

⑵ 実験２で，おもりＹが 10cmの高さに静止して

いるとき，ばねＸののびは何 cmか。 

⑶ 実験２で，10cmの高さにあるおもりＹを 30cm

の高さまでゆっくり引き上げたとき，手がおも

りＹにした仕事は何Ｊか。 

図４ 図５ 

  

⑷ 図５のように，おもりＹを質量 600ｇのおもりＺにかえ，手で糸を引っ張った。ばねＸののびが 8.0cm

のとき，床がおもりＺから受ける圧力は何 Paか。ただし，おもりＺと床が接している面は一辺が 10cmの

正方形で，この面には，力が均等にはたらいているものとする。 

⑸ 地球上で 3.0Ｎの重力がはたらく物体Ｍがある。この物体Ｍの月面上での重さと質量はそれぞれいくら

か。ただし，月面上で物体にはたらく重力の大きさは，地球上の
１

 ６ 
とする。 
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問１ 

⑴ ①  ②  

⑵   cm/秒 

⑶ 
① 

 

②   cm 

問２ 

⑴   の法則 

⑵   cm 

⑶   Ｊ 

⑷   Pa 

⑸ 
重さ   Ｎ 

質量   ｇ 
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問１ 

⑴ ① ア ② ウ 

⑵ 68 cm/秒 

⑶ 
① 

 

② 35.0 cm 

問２ 

⑴ フック の法則 

⑵ 6.0 cm 

⑶ 0.18 Ｊ 

⑷ 480 Pa 

⑸ 
重さ 0.50 Ｎ 

質量 300 ｇ 

 

問１ ⑵ １区間は，
1

 60 
[秒]×6[打点]＝0.1[秒]間の長さなので，6.8[cm]÷0.1[秒]＝68[cm/秒] 

⑶ ② テープＤ～Ｈは，0.1秒ごとに 14.0cm移動するので，14.0[cm]×
 0.25[秒] 

0.1[秒]
＝35.0[cm] 

問２ ⑵ おもりＹは床から浮いている状態なので，高さに関係なく，ばねＸがおもりＹを支えている。 

⑶ おもりＹは，0.3－0.1＝0.2[ｍ]引き上げられたので，仕事[Ｊ]＝力[Ｎ]×距離[ｍ]より，0.9[Ｎ]×0.2[ｍ]

＝0.18[Ｊ] 

⑷ ばねＸが 8.0cmのびているので，おもりＺは糸によって 1.2Ｎの力で上向きに引かれている。重力は 6.0Ｎで

あることから，おもりＺは，床によって 6.0－1.2＝4.8[Ｎ]の力で支えられている。よって，圧力[Pa]＝力[Ｎ]

÷力を受ける面積[ｍ2]より，4.8[Ｎ]÷0.01[ｍ2]＝480[Pa] 

⑸ 月面上で重力の大きさは，地球上における重力の大きさの約
1

 6 
しかない。 

 よって，3.0[Ｎ]×
1

 6 
＝0.5[Ｎ] また，物体そのものの量を質量といい，場所によって変化しない値である。 
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【過去問 34】 

図１のようにして，球がもつ位置エネルギーについて調

べる実験を行った。下の    内は，その手順を示したもの

であり，表はその実験結果である。次の各問の答を，答の欄に

記入せよ。ただし，球とレールとの間の摩
ま

擦
さつ

は考えないものと

し，球がもつエネルギーはすべて衝突によって定規を動かす

仕事に使われるものとする。 

（福岡県 2012 年度） 

図１ 

 

 

【手順】 

① 球Ａを斜面上のＱ点からころがして定規

にあて，定規が動いた距離を調べる。 

② 球Ａを斜面上のＰ点からころがして定規

にあて，定規が動いた距離を調べる。 

③ 球Ｂ～Ｄについて，手順①，②と同じよう

にして定規が動いた距離を調べる。 

 表 （ ）内は球の質量である。 

高さ 

定規が動いた距離〔cm〕 

球Ａ 

(10ｇ) 

球Ｂ 

(20ｇ) 

球Ｃ 

(30ｇ) 

球Ｄ 

(40ｇ) 

10cm 0.5 1.0 ア 2.0 

20cm 1.0 2.0 3.0 4.0 

 

 

問１ 表から，球の質量と定規が動いた距離との関係がわかる。この関係

から，表中のアにあてはまる数値を求めよ。 

問２ 図２の ━ 線は，手順②のとき，Ｓ点までの球Ａがもつ位置エネ

ルギーの変化を，模式的に示したものである。このときの球Ａがもつ

運動エネルギーの変化を，図２の中に記入せよ。ただし，球Ａは，Ｒ

点からは水平面上をころがり，水平面上のＳ点を通って定規と衝突す

る。 

図２ 

 

問３ 図３のように，図１のときよりも斜面の傾きを小さくし，Ｑ

点と同じ高さの斜面上のＱ´点から球Ａをころがした。このよう

に斜面の傾きを小さくすると，手順①の場合と比べて，次の

○あ，○いはそれぞれどうなるか。簡潔に書け。 

○あ 斜面上での球Ａの速さのふえ方 

○い 水平面上のＲ点での球Ａの速さ 

図３ 
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問１   

問２ 

 

問３ 
○あ  

○い  

 

問１ 1.5 

問２ 

 

問３ 
○あ 例  小さくなる。 

○い 例  変わらない。 

 

問１ 表から，高さが 20cm の場合と比べて，高さが 10cm の場合は定規が動いた距離が半分になっているので，ア

にあてまはる数値は 3.0の半分の 1.5である。 

問２ 位置エネルギーが減少するにつれて，運動エネルギーが増加していく。位置エネルギーが０となったときに

運動エネルギーが最大になる。Ｒ点からＳ点までは水平面上をころがるので，位置エネルギーと運動エネルギー

は両方とも変化しない。 

問３ ○あ 斜面の角度が小さいほど球の速さのふえ方は小さくなる。 

○い 球Ａをころがし始める高さが手順①と同じなので，最初にもつ位置エネルギーは同じである。Ｒ点では位置

エネルギーがすべて運動エネルギーに変わる。よって，最初の位置エネルギーが同じであればＲ点での球Ａの

速さは変わらない。 
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【過去問 35】 

次の問１～問４に答えなさい。ただし，100ｇの物体にはたらく重力の大きさを１Ｎとする。 

（佐賀県 2012 年度 一般） 

問１ 500ｇの物体を一定の速さで上向きに２ｍもち上げた。⑴，⑵の問いに答えなさい。 

⑴ このときにした仕事は何Ｊか，書きなさい。 

⑵ ⑴の作業に２秒間かかった。このときの仕事率は何Ｗか，書きなさい。 

問２ 図１のように 20kgの物体を板，ひも，滑車を

使って板の上の点Ａから点Ｂまで一定の速さで

引き上げた。点Ａから点Ｂまでの距離は４ｍで

あり，高さの差は２ｍである。⑴～⑷の各問い

に答えなさい。 

 ただし，滑車やひもの重さ，滑車とひもの摩

擦，物体と板の摩擦，空気の抵抗は考えないも

のとする。 

図１ 

 

⑴ 図２のように，板の上の物体にはたらく重力Ｗは，板の面にそった方向の力Ｘと板の面に垂直な方向の

力Ｙに分解できる。重力Ｗのように矢印を使って，力Ｘと力Ｙを図に表しなさい。ただし，作図のために

用いた線は残しておくこと。 

図２  

⑵ 物体を点Ａから点Ｂまで引き上げるためにひもを４ｍ引いた。このときのひもを引く力の大きさは何Ｎ

か，書きなさい。 

⑶ 物体を点Ｂまで引き上げたあと，ひもから静かに手をはなした。物体が点Ｂから点Ａまですべる間の物

体がもつ力学的エネルギーはどのようになるか。最も適当なものを，次のア～オの中から一つ選び，記号

を書きなさい。ただし，縦軸は力学的エネルギーを，横軸は点Ｂからの距離を表しているものとする。 

ア イ ウ エ オ 
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⑷ 板の傾きの角度を図１のときより大きくして，物体を点Ｂから静かにすべらせる。物体が点Ｂから点Ａ

まで４ｍすべるとき，点Ａでの物体がもつ運動エネルギーは，板の傾きの角度を図１と同じにして物体を

点Ｂから静かにすべらせる場合と比べてどう変わるか。最も適当なものを，次のア～エの中から一つ選

び，記号を書きなさい。 

ア 点Ａと点Ｂの高さの差が大きくなり，点Ａと点Ｂでの物体がもつ位置エネルギーの差が大きくなるの

で，点Ａでの運動エネルギーは大きくなる。 

イ 点Ａと点Ｂの高さの差が大きくなり，点Ａと点Ｂでの物体がもつ位置エネルギーの差が大きくなるの

で，点Ａでの運動エネルギーは小さくなる。 

ウ 点Ａと点Ｂの高さの差が大きくなり，点Ａと点Ｂでの物体がもつ位置エネルギーの差が小さくなるの

で，点Ａでの運動エネルギーは大きくなる。 

エ 点Ａと点Ｂの高さの差が大きくなり，点Ａと点Ｂでの物体がもつ位置エネルギーの差が小さくなるの

で，点Ａでの運動エネルギーは小さくなる。 

問３ ジェットコースターは，位置エネルギーと運動エネルギーがたがいに移り変わりながら運動する。この

とき，ある高さからすべり始めたジェットコースターは，ふたたび同じ高さまで上がることができない。

その理由を書きなさい。 

問４ 位置エネルギーを変換して，電気エネルギーをつくり出す発電方法はどれか。最も適当なものを，次の

ア～エの中から一つ選び，記号を書きなさい。 

ア 火力発電 イ 水力発電 ウ 地熱発電 エ 風力発電 

 

問１ 
⑴   Ｊ 

⑵   Ｗ 

問２ 

⑴ 

 

⑵   Ｎ 

⑶  

⑷  

問３  

問４   
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問１ 
⑴ 10 Ｊ 

⑵ ５ Ｗ 

問２ 

⑴ 

 

⑵ 100 Ｎ 

⑶ オ 

⑷ ア 

問３ 摩擦力や空気の抵抗がはたらき，力学的エネルギーが減少するから。 

問４ イ 

 

問１ ⑴ 100ｇの物体に１Ｎの重力がはたらくから，５[Ｎ]×２[ｍ]＝10[Ｊ] 

⑵ 仕事率[Ｗ]＝仕事[Ｊ]÷時間[秒]より，10[Ｊ]÷２[秒]＝５[Ｗ] 

問２ ⑵ 200[Ｎ]×
２[ｍ]

 ４[ｍ] 
 ＝100[Ｎ] 

⑶ 力学的エネルギー保存の法則より，エネルギー量は常に一定になる。 

問３ レールと車輪の間に生じる摩擦によって，運動エネルギーの一部が熱エネルギーに変換されている。 
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【過去問 36】 

力について，次のⅠ，Ⅱの問いに答えなさい。 

（長崎県 2012 年度） 

Ⅰ ばねＡ，ばねＢのそれぞれについて，引く力の大きさとばね

ののびの関係をグラフに表すと，図１のようになった。 

問１ 図１に示したように，ばねを引く力の大きさとばねのの

びは比例する。この法則を何というか。 

問２ ばねＡとばねＢとではどちらがのびにくいか。図１のグ

ラフから判断し，その理由を含めて答えよ。 

図１ 

 

問３ 図２のように，ばねＡに結んだ糸を，重さ６Ｎのおもり

Ｘを取り付けた動
どう

滑
かっ

車
しゃ

に通してスタンドに固定し，ばねを

持つ手を真上にゆっくりと引き上げた。おもりＸが床をは

なれるとき，ばねＡののびは何 cm か。ただし，ばねや動

滑車，糸の重さは考えず，糸と動滑車の間には摩
ま

擦
さつ

力がは

たらかないものとする。 

 

図２ 

 

Ⅱ 浮力に関する次の実験を行った。 

【実験】 図３のように，おもりＹをばねはかり（ニュートンはかり）に取り付け

空中で静止させると，ばねはかりの針は７Ｎを示した。このおもりを図４

のように水中に入れ静止させると，ばねはかりの針は５Ｎを示した。 

問４ 図４のとき，おもりＹにはたらいている重力および浮力の大きさは，そ

れぞれ何Ｎか。ただし，水中に入れたとき，おもりＹ以外の浮力は考えな

いものとする。 

図３ 
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問５ 浮力について説明した次の文の（ ① ）～（ ③ ）に適する語句を入

れ，文を完成せよ。ただし，同じ語句を用いてもよい。 

水中にある物体にはあらゆる向きから水圧がはたらいている。水圧は

水深が深いほど（ ① ）ので，物体の上面で下向きにはたらく水圧よ

りも，下面で上向きにはたらく水圧の方が（ ② ）。このため物体は

水から（ ③ ）向きに力を受ける。これが水中で浮力が生じる原因で

ある。 

図４ 

 

 

問１  

問２  

問３   cm 

問４ 
重力   Ｎ 

浮力   Ｎ 

問５ 

①   

②    

③   

 

問１ フックの法則 

問２ 
ばねＢの方がのびにくい。なぜならば，２つのばねに同じ大きさの
力がはたらいたとき，ばねＢはばねＡより伸びないから。 

問３ 1.5 cm 

問４ 
重力 ７ Ｎ 

浮力 ２ Ｎ 

問５ 

① 大きい 

② 大きい 

③ 上 

 

問３ おもりＸを引き上げる力の大きさは６Ｎであるが，動滑車を使うことにより半分の力で持ち上げることがで

きる。 
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【過去問 37】 

次の問１～問４に答えなさい。 

（大分県 2012 年度） 

問１ 植物の葉のはたらきを調べるために，次の実験を行った。①，②の問いに答えなさい。 

 ふ入りの葉をつけたコリウスを，一昼夜暗室に置いた。 

 コリウスを暗室から出し，ふ入りの葉の一部をアルミニウムは

くでおおい，光を十分にあてた。 

 次に，この葉を枝から切りとり，図１のようにアルミニウムは

くをとり除いた。ただし，図１は，アルミニウムはくでおおった

部分の葉のようすがわかるように示してある。 

図１ 

 

  の葉を熱湯に入れた後，あたためたある薬品にひたして脱

色した。 

  の葉を水につけてやわらかくした後，ヨウ素液につけたと

ころ，葉の一部にヨウ素反応が出た。 

 図２は，  の結果を表したものである。 

図２ 

 

①  の下線部の「ある薬品」とは何か，その名称を書きなさい。 

② 次の文は，実験結果についてまとめたものである。文中の（ ａ ），（ ｂ ）に当てはまるものを，

ア～カからそれぞれ１つずつ選び，記号で書きなさい。 

図２の（ ａ ）の部分の結果を比較すると，光合成が葉の緑色の部分で行われていることがわか

る。また，（ ｂ ）の部分の結果を比較すると，光合成に光が必要であることがわかる。 

ア ＡとＢ イ ＡとＣ ウ ＡとＤ 

エ ＢとＣ オ ＢとＤ カ ＣとＤ 
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問２ 酸化銀を加熱したときの質量の変化を調べるために，次の実験を行った。①，②の問いに答えなさ

い。 

 質量 25.0ｇのステンレス皿に，乾いた黒色の酸化銀の粉

末を入れ，皿全体の質量をはかると，30.8ｇであった。 

 図３のようにして，ガスバーナーで一定時間加熱し，火

を消した。ステンレス皿が冷えてから，皿全体の質量をは

かった。 

  の操作を，質量の変化がなくなるまでくり返した。酸化

銀の黒い粉末は少しずつ白っぽい物質に変化し，３回目の加

熱で，すべて白っぽい物質になった。 

 表１は，  ，  の結果をまとめたものである。 

図３ 

 

表１ 

 加熱の回数〔回〕 １ ２ ３ ４ ５  

 加熱後の皿全体の質量〔ｇ〕 30.6 30.5 30.4 30.4 30.4  

  の白っぽい物質をとり出し，かなづちでたたくと，うすく広がった。また，電圧をかけると電流が

流れた。 

① 銀原子を ，酸素原子を ，酸化銀を  として表すとき，酸化銀を加熱したときの化学変化を

表しなさい。 

②  で確認した白っぽい物質は銀である。酸化銀の粉末 20.3ｇを十分に加熱したときにできる銀の質量

は何ｇか，求めなさい。 

問３ 道具を使って物体を持ち上げる仕事を調べるために，次の実験を行った。①，②の問いに答えなさい。

ただし，100ｇの物体にはたらく重力の大きさを１Ｎとし，ロープ，棒およびばねはかりの質量は無視でき

るものとする。 

 台の上にある質量１kgの物体を，長さ 3.0ｍのかた

い棒の端Ａ点にとりつけ，もう一方の端Ｂ点には，ば

ねはかりをとりつけた。図４のように，Ａ点からの距

離が 0.5ｍの点に，天井に固定したロープをしっかり

と結びつけた。 

 図５のように，Ｂ点のばねはかりを下向きにゆっく

りと引き，Ａ点の物体を 0.2ｍ持ち上げた。このとき

のばねはかりの目もりを読んだ。 

 Ａ点からの距離が 1.0ｍ，1.5ｍ，2.0ｍの各点にロ

ープを結びかえ，  と同様に，Ａ点の物体を 0.2ｍ

持ち上げた。このときのばねはかりの目もりを，それ

ぞれ読んだ。 

 表２は，  ，  の結果をまとめたものである。 

図４ 

 

図５ 
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表２ 

 Ａ点からの距離〔ｍ〕 0.5 1.0 1.5 2.0  

 ばねはかりの値〔Ｎ〕 2 （ ａ ） 10 20  

 Ｂ点が移動した距離〔ｍ〕 1.0 0.4 0.2 （ ｂ ）  

 

① 表２の空欄（ ａ ），（ ｂ ）に当てはまる数値を，それぞれ求めなさい。 

②  で，物体を 0.2ｍ持ち上げるのに５秒かかった。このときの仕事率は何Ｗか，求めなさい。 

問４ 月の満ち欠けのようすを調べるために，大分県内のある場所で次の観察を行った。①，②の問いに答え

なさい。 

 10月 30日の午後７時に見えた月の位置と形を観察し，地上の風景とともにスケッチした。 

 11月１日と 11月３日の同じ時刻，同じ場所で，  と同様にスケッチした。 

 図６は，  ，  の結果である。 

 図７は，地球の北極側から見たときの太陽，地球，月の位置関係を表した模式図である。 

図６  

 

図７ 

 

①  で観察した 11月３日の月は，図７のどの位置の月か。適切なものを，ア～クから１つ選び，記号で

書きなさい。 

② 2011年 12月 10日に，月の全部が欠けた月食が大分県内でも観察された。この日の月の位置として適切

なものを，図７のア～クから１つ選び，記号で書きなさい。また，この日の真夜中に月食が観察された方

角は，東，西，南，北のどれか，書きなさい。 

 



9 運動とエネルギー(中３) 力の合成・浮力・ 運動・ 仕事・ エネルギー 2012 年度 

108 

問１ 

①   

② 
ａ   

ｂ   

問２ 
①   

②   ｇ 

問３ 
① 

ａ   

ｂ   

②   Ｗ 

問４ 

①  

② 
位置  

方角  

 

問１ 

① エタノール 

② 
ａ ウ 

ｂ ア 

問２ 
① 

 

② 18.9 ｇ 

問３ 
① 

ａ ５ 

ｂ 0.1 

② 0.4 Ｗ 

問４ 

① オ 

② 
位置 ウ 

方角 南 

 

問１ ② Ａは葉緑体をもち光が十分にあたった部分。Ｂは葉緑体をもつが光があたらなかった部分。Ｃは葉緑体を

もたず光もあたらなかった部分。Ｄは光はあたったが葉緑体をもたない部分。 

問２ ② 加熱前の酸化銀は 30.8－25.0＝5.8[ｇ]で，表１より３回目の加熱で得られた銀は 30.4－25.0＝5.4[ｇ]

である。求めたい銀の質量を x[ｇ]とすると，5.8：5.4＝20.3：x  x＝18.9[ｇ] 

問３ ① Ａ点からの距離がかわっても仕事の大きさ２[Ｎ]×1.0[ｍ]＝2.0[Ｊ]は変化しない。 

② 仕事率[Ｗ]＝仕事÷時間 

問４ ① 上弦の月である。 

② 月食というのは地球が月と太陽の間に入り，地球の影が月にかかることによって月が欠けて見える現象であ

る。 
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【過去問 38】 

春樹君は，仕事について調べるために，次のような実験Ⅰ～Ⅲを行った。次の問１，問２に答えなさい。た

だし，質量 100ｇの物体にはたらく重力の大きさを１Ｎとし，まさつ力や糸の重さは考えないものとする。 

（宮崎県 2012 年度） 

問１ まず，春樹君は実験Ⅰ，Ⅱを行った。下の⑴～⑶の問いに答えなさい。 

〔実験Ⅰ〕 

図Ⅰのように，質量 300ｇの物体を糸で

つるして，床から 30cmの高さまで，ゆっ

くり持ち上げた。 

〔実験Ⅱ〕 

図Ⅱのように，質量 300ｇの物体を床か

ら 30cm の高さまで，斜面にそって 60cm

ゆっくり引き上げた。 

図Ⅰ 図Ⅱ 

  

⑴ 実験Ⅰで，物体を持ち上げた仕事の量は何Ｊか，求めなさい。 

⑵ 実験Ⅱのばねはかりの目盛りは，何Ｎを示していると考えられるか，求めなさい。 

⑶ 次の文は，春樹君が実験Ⅰ，Ⅱをもとにまとめたものである。①，②の（   ）内の正しい方をそれ

ぞれ選び，記号で答えなさい。また， ア  ， イ  に適切な言葉を入れなさい。 

〔まとめ〕 

斜面を使うと，斜面を使わない場合に比べて，物体を持ち上げるために糸を引く力は，①（ａ 大きく  

ｂ 小さく）なり，糸を引く距離は，②（ｃ 長く  ｄ 短く）なる。 

 このことから，同じ仕事をするのに，斜面などの道具を使っても仕事の量は  ア  ことがわかる。これ

を  イ  という。 
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問２ 次に，春樹君は滑車を使って実験Ⅲを行った。下の⑴，⑵の問いに答えなさい。 

〔実験Ⅲ〕 

① 図Ⅲのように定滑車を使い，質量 400ｇの

物体を床から 50cm の高さまで持ち上げると

きの，糸を引く力の大きさと糸を引く距離を

はかった。 

② 図Ⅳのように定滑車と動滑車を使い，質量

400ｇの物体を床から50cmの高さまで持ち上

げるときの，糸を引く力の大きさと糸を引く

距離をはかった。 

③ ①，②をそれぞれ５回行い，平均の値を表

にまとめた。 

 

図Ⅲ 図Ⅳ 

  

表 

 糸を引く力の大きさ〔Ｎ〕 糸を引く距離〔ｍ〕 

定滑車を使った場合 4.0 0.5 

定滑車と動滑車を使った場合 2.5 1.0 

⑴ 定滑車だけを使った場合に比べて，動滑車を使うと糸を引く距離は何倍になるか，答えなさい。 

⑵ 春樹君は，定滑車と動滑車を使った場合に，糸を引く力の大きさが 2.5Ｎになるのは，動滑車の質量が

関係していると考えた。動滑車の質量は何ｇだと考えられるか，求めなさい。 

 

問１ 

⑴   Ｊ 

⑵   Ｎ 

⑶ 

①  ②  

ア   

イ   

問２ 
⑴    

⑵   ｇ 

 

問１ 

⑴ 0.9 Ｊ 

⑵ 1.5 Ｎ 

⑶ 

① ｂ ② ｃ 

ア 例  変わらない 

イ 仕事の原理 

問２ 
⑴ ２倍 

⑵ 100 ｇ 
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問１ ⑴ 仕事[Ｊ]＝力の大きさ[Ｎ]×力の向きに動いた距離[ｍ]より，3.0[Ｎ]×0.3[ｍ]＝0.9[Ｊ]  

⑵ ばねはかりの目盛りは，糸を引く力と同じで，斜面に平行な力(斜面を下ろうとする力)とつり合っている。

斜面がつくる三角形と相似だから，重力：斜面に平行な力＝２：１となる。 

求める力を x [Ｎ]とすると，２：１＝3.0[Ｎ]：x[Ｎ]  x＝1.5[Ｎ] 

問２ ⑴ 表より，1.0[ｍ]÷0.5[ｍ]＝２[倍]で，糸を引く距離は２倍になっている。  

⑵ 糸を引く力は 2.5Ｎなので，図Ⅳより，物体と動滑車にはたらく重力は，2.5[Ｎ]×２＝5.0[Ｎ]である。物体

のみにはたらく重力は 4.0Ｎなので，動滑車にはたらく重力は，5.0-4.0＝1.0[Ｎ]となり, 動滑車の質量は

100ｇになる。 
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【過去問 39】 

次の問１，問２に答えなさい。答えを選ぶ問いについては記号で答えなさい。 

（鹿児島県 2012 年度） 

問１ 図１のように，電源装置（直流），抵抗器，スイッチ，電圧計，

電流計を接続し，電源装置の電圧調整つまみを動かして，電圧計

が示す電圧の大きさを変化させ，そのときの電流計が示す電流の

大きさを読みとり記録した。表はその結果である。ただし，図中

のＸ，Ｙは，電圧計，電流計のいずれかである。 

表 

図１ 

 

電圧[Ｖ] 0 2.0 4.0 6.0 8.0  

電流[mA] 0 60 120 180 240  

 

１ 図１の回路を，次の電気用図記号を用いて回路図で表せ。 

 

２ 結果から，抵抗器に加わる電圧と流れる電流の大きさには，ど

のような関係があるか。 

３ 図１の抵抗器と同じ抵抗器を，図２のように直列に２個つな

いで，電源装置に接続した。表と同じように電圧を変化させると

き，電圧計が示す電圧の大きさと電流計が示す電流の大きさの関

係を表すグラフをかけ。ただし，電圧の大きさ［Ｖ］を横軸，電

流の大きさ［Ａ］を縦軸とする。 

４ 図２において，電圧計が示す電圧の大きさを 4.0Ｖにしたまま

５分間電流を流したとき，２個の抵抗器全体で消費する電力量は

何Ｊか。 

図２ 
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問２ 図のように，斜面上の位置Ａから小球が静かに運動を始め，水平面上の位置Ｂを通過し，位置Ｃから空

中に飛び出した。その後，空中の位置Ｄを通過し，地面上の位置Ｅに達した。位置Ｂでは，小球 

がもつ運動エネルギーと位置エ

ネルギーの大きさの比が４：５で

あった。ただし，位置Ｅで小球が

もつ位置エネルギーを０とする。

なお，斜面と水平面はなめらかに

連結され，摩
ま

擦
さつ

や空気の抵抗は考

えないものとする。 

図 

 

１ 運動エネルギーと位置エネルギーの和を何というか。 

２ 小球が斜面上および水平面上を運動しているとき，小球が受ける力の合力を矢印で正しく表しているも

のはどれか。 

ア イ ウ エ 
    

３ 位置Ｄで小球がもつ運動エネルギーは，位置Ｂでの運動エネルギーの 1.2倍であった。位置Ｄで小球が

もつ位置エネルギーは，位置Ｂでの位置エネルギーの何倍か。 
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問１ 

１    

２  

３ 

 

４   Ｊ 

問２ 

１   

２   

３   倍 

 

問１ 

１ 

 

２ 比例 

３ 

 

４ 72 Ｊ 

問２ １ 力学的エネルギー 
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２ エ 

３ 0.84 倍 

 

問１ ２ 表より比例関係がわかる。これがオームの法則である。 

 ３ 同じ抵抗を直列に 2 個つなぐと電流の大きさは２分の１になる。したがって，表の電流の値の半分でグラフ

を書けばよい。 

 ４ 4.0Ｖのとき電流は 0.06Ａになる。電力量の公式より，4.0[Ｖ]×0.06[Ａ]×５[分]×60[秒/分]＝72[Ｊ]。 

問２ １ 運動エネルギーと位置エネルギーの和が力学的エネルギーで，常に一定になる。 

 ２ 小球が受ける力は，斜面のときは斜面に平行な方向，水平面では力は受けない(慣性)。 

 ３ Ｂでの運動エネルギー:位置エネルギー＝４：５を利用する。和は４＋５＝９。Ｄでは運動エネルギーは，４

×1.2＝4.8 になっているから，位置エネルギーは９－4.8＝4.2。したがってＤの位置エネルギーはＢの位置エ

ネルギーの，4.2÷５＝0.84[倍]となる。 

 

 


